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│
こ
の
た
び
は
連
載
50
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
役
連
載
中
の
漫
画
と

し
て
は
日
本
一
と
い
う
記
録
に
つ
い
て
、

率
直
な
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
一
で
す
か
。
今
聞
い
て
初
め
て
知

り
ま
し
た
（笑）
。
つ
い
先
日
、
長
い
こ
と
や

っ
て
き
た
な
と
振
り
返
っ
て
み
て
、
節
目

の
50
年
が
近
い
と
気
付
き
ま
し
た
か
ら
ね
。

│
50
年
と
い
う
記
録
は
目
標
で
は
な
く
、

結
果
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

夢
中
で
描
き
続
け
て
き
ま
し
た
か
ら
ね
。

こ
れ
だ
け
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
皆
さ
ん

の
応
援
や
家
族
の
支
え
あ
っ
て
で
す
か
ら
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

│
漫
画
家
に
な
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

生
ま
れ
は
一
色
町
（
現
西
尾
市
）
で
す

が
、
小
中
高
校
時
代
は
碧
南
市
で
過
ご
し

ま
し
た
。
昔
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、

漫
画
「
の
ら
く
ろ
」
「
冒
険
ダ
ン
吉
」
な

ど
を
読
ん
で
育
ち
ま
し
た
。
碧
南
高
校
で

は
美
術
部
と
新
聞
部
を
兼
部
し
た
り
し
て
、

卒
業
後
は
碧
南
市
内
の
印
刷
会
社
で
デ
ザ

イ
ン
の
仕
事
を
し
て
ま
し
た
ね
。
そ
ん
な

と
き
、
当
時
の
市
役
所
の
秘
書
課
長
さ
ん

か
ら
四
こ
ま
を
描
い
て
ほ
し
い
と
直
接
依

頼
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

│
直
接
で
す
か
。
そ
れ
は
ど
う
い
っ
た

縁
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

僕
が
碧
南
高
校
に
い
た
こ
ろ
、
そ
の
秘

書
課
長
さ
ん
は
碧
南
高
校
の
教
員
を
し
て

み
え
た
ん
で
す
。
僕
が
新
聞
部
で
、
紙
面

に
挿
絵
や
四
こ
ま
を
載
せ
て
い
た
の
を
知

っ
て
い
て
、
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

卒
業
後
も
働
き
な
が
ら
も
漫
画
の
こ
と

ば
か
り
考
え
て
い
て
、
雑
誌
社
が
主
催
す

る
一
こ
ま
漫
画
の
公
募
企
画
に
応
募
し
た

り
と
、
絵
を
描
き
続
け
て
い
ま
し
た
。
何

度
か
入
賞
し
て
、
描
く
こ
と
が
面
白
く
な

っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

│
最
初
は
碧
南
一
家
で
は
な
か
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
が
。

は
じ
め
は
「
ホ
ー
プ
さ
ん
」
と
い
う
四

こ
ま
を
約
１
年
、
次
に
「
碧
く
ん
と
南
さ

ん
」
を
２
年
く
ら
い
で
計
３
年
く
ら
い
連

載
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
旦
、
ほ
か
の
漫

画
家
に
代
わ
っ
て
「
碧
南
一
家
」
の
連
載

が
始
ま
っ
た
ん
で
す
が
、
３
〜
４
年
し
た

こ
ろ
に
そ
の
人
が
音
信
不
通
に
な
っ
ち
ゃ

っ
た
ん
で
す
。
市
役
所
の
職
員
さ
ん
が
困

り
な
が
ら
僕
に
電
話
を
か
け
て
き
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

碧
南
一
家
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
ち
ょ

っ
と
個
人
的
に
思
う
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
ん

で
す
が
（笑）
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
浸
透
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
、
タ
イ
ト
ル
そ
の
ま

ま
で
僕
が
代
役
を
つ
と
め
、
50
年
間
続
き

ま
し
た
ね
。

●
現
役
連
載
日
本
一

●
縁
か
ら
続
い
た
碧
南
一
家

△入賞した自身の作品を指差す加藤先生

△加藤先生に代わって第１回目の碧南一家（昭和42年２月１日号）

特 集 碧南一家連載50年記念特集

み
ど
り
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碧
南
一
家
は
現
在
、
毎
月
１
日
号
に
掲

載
し
て
い
る
パ
パ
、
マ
マ
、
ボ
ク
の
３
人

家
族
の
日
常
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
描
か

れ
る
４
こ
ま
漫
画
で
す
。

昭
和
42
年
２
月
１
日
号
か
ら
加
藤
先
生

が
「
碧
南
一
家
」
を
担
当
し
て
以
降
、
広

報
へ
き
な
ん
は
月
１
〜
３
回
発
行
と
変
遷

し
、
掲
載
頻
度
も
月
１
、
２
回
と
切
り
替

わ
っ
て
き
ま
し
た
（
現
在
は
月
２
回
発
行
、

月
１
回
掲
載
）
。
総
掲
載
回
数
は
今
号
を

も
っ
て
947
回
に
上
り
ま
す
。

「
広
報
紙
に
は
政
治
や
宗
教
、
下
ネ
タ
は

本
紙
に
て
連
載
中
の
四
こ
ま
漫
画
「
碧
南
一
家
」
が
、
今
号
で
51
年
目
を
迎
え
ま
す
。

連
載
50
年
と
い
う
記
録
は
、
現
在
日
本
で
連
載
中
の
漫
画
の
な
か
で
最
長
記
録
（
連
載

終
了
作
品
を
含
め
る
と
３
位
）
と
な
り
、
ま
さ
し
く
偉
業
で
す
。

節
目
を
迎
え
た
こ
の
機
会
に
、
碧
南
市
が
誇
る
漫
画
家
・
加
藤
ま
さ
み
（
本
名
・
正
巳
、

85
歳
）
先
生
に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

載
せ
ら
れ
な
い
か
ら
ね
。
そ
こ
で
オ
チ
を

考
え
る
の
が
難
し
い
で
す
よ
」
と
語
る
加

藤
先
生
。
制
約
の
も
と
、
碧
南
市
や
社
会

に
関
わ
る
題
材
を
取
り
上
げ
、
描
き
続
け

て
き
ま
し
た
。

あ
る
時
期
に
は
、
市
側
か
ら
３
月
の
題

材
は
確
定
申
告
に
つ
い
て
描
い
て
ほ
し
い

と
依
頼
が
あ
り
、
そ
の
状
況
が
５
年
ほ
ど

続
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
「
最
後
の

ほ
う
は
ネ
タ
が
全
く
浮
か
ば
な
か
っ
た
で

す
。
振
り
返
る
と
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は

そ
れ
か
な
」
と
苦
笑
い
。
そ
れ
で
も
50
年

間
、
一
度
も
締
切
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
原

稿
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※色字は連載中の作品です。

加藤先生の幼少期からの愛読書「のらくろ」の連載記録を
超え、現在も記録を更新し続けています。

長寿漫画年表（敬称略）

現
役
連
載
記
録
日
本
一

加
藤
ま
さ
み
先
生
と
と
も
に

50
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す

碧
南
一
家
連
載
50
年
記
念
特
集

─ 特 集 ─
祝

●
碧
南
一
家
に
つ
い
て

52年４か月
（昭和37年６月～
平成26年９月）

57年11か月
（昭和31年10月～
平成26年８月）

50年０か月
（昭和６年１月～
55年12月）

50年１か月
（昭和42年２月～）

順位 タイトル（作者） 年数

碧南一家
（加藤まさみ）

１

のらくろ
（田河水泡）

小さな恋のものがた
り
（みつはしちかこ）

仙人部落
（小島功）

タンマ君
（東海林さだお）

49年２か月
（昭和43年１月～）

超人ロック
（聖悠紀）

49年５か月
（昭和42年10月～）

３

少年倶楽部
ほか

週刊文春

２

少年キング
ほか

掲載誌

週刊アサヒ
芸能

美しい十代
ほか

広報へきな
ん

６

５

４

48年４か月
（昭和43年11月）７ ビッグコミ

ック
ゴルゴ１３
（さいとう・たかを）
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│
今
後
も
碧
南
一
家
を
続
け
て
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

碧
南
市
に
は
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
か
ら
ね
。
健
康
で
い
ら
れ
る
う
ち

は
続
け
た
い
で
す
。
昔
に
比
べ
て
握
力
が

な
く
な
っ
て
き
て
、
描
く
線
の
力
強
さ
が

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
碧
南
一
家

の
執
筆
は
生
活
の
一
部
で
す
か
ら
、
も
う

や
め
て
く
れ
と
言
わ
れ
な
い
限
り
は
（笑）
。

│
節
目
を
迎
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
目
標

は
あ
り
ま
す
か
。

日
本
最
長
記
録
は
あ
と
８
年
で
す
か（
２

ペ
ー
ジ
参
照
）
。
そ
の
こ
ろ
は
僕
は
93
歳

だ
か
ら
ね
、
あ
と
１
年
く
ら
い
な
ら
何
と

か
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ど
う
だ
ろ

う
ね
。
記
録
よ
り
も
ま
ず
は
こ
の
50
年
を

１
冊
に
ま
と
め
た
い
で
す
ね
。
今
は
そ
れ

が
目
標
で
す
。

│
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

加
藤
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
今
後
に
つ
い
て

１番のお気に入りだと話す平成12年10月１日号の
掲載作品。市内に移住した外国人の子どもたちがお
祭りでチャラボコをたたくという内容です。「少子
化問題とチャラボコという三河の伝統芸能の国際化
のつながりをうまく表せたと思う」と加藤先生。

△平成24年11月１日号の４こま目
※市ホームページ（http://www.city.hekinan.aich
i.jp/hisyojohoka/kouho/manga/manga.htm）で平成
13年以降の掲載作品を公開しています。

オチがないことがオチ
そんなときもありました

特 集 碧南一家連載50年記念特集

5

│
色
ん
な
漫
画
を
読
ん
で
こ
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
先
生
の
作
風
に
影
響

を
与
え
た
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

あ
り
ま
す
よ
。
僕
が
一
番
勉
強
に
な
っ

た
の
は
「
フ
ク
ち
ゃ
ん
」
ね
、
横
山
隆
一

さ
ん
の
。
あ
と
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
、
こ
の

２
つ
が
僕
の
原
点
で
す
。
サ
ザ
エ
さ
ん
の

作
者
は
長
谷
川
町
子
さ
ん
と
い
う
女
性
で

す
か
ら
、
男
性
に
は
な
い
目
線
で
描
か
れ

て
い
る
ん
で
す
よ
。
家
庭
の
な
か
に
あ
る

こ
と
と
か
、
男
の
僕
で
は
気
づ
か
な
い
よ

う
な
切
り
口
で
色
ん
な
ネ
タ
を
盛
り
込
ん

で
く
る
。
い
ろ
ん
な
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
ま

し
た
。

今
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
劇
画
も
の
が

主
流
で
、
四
こ
ま
漫
画
は
減
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
ク
ス
ッ
と
笑
え
る

四
こ
ま
を
僕
は
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
「
笑
い
が
な
け
れ
ば
漫
画
じ
ゃ
な
い
」

が
持
論
で
す
。

漫画の題材は社会で話題になっていることなどの
時事ネタを基本としているため、テレビや新聞から
得られる情報に常に敏感でありたいと加藤先生は語
ります。何時間も机で考えても構想が思い浮かばず、
苦しむこともあります。そんなときは執筆をいった
んやめ、日常のなかでふとアイデアが浮かんだとき
にいつでも記録できるよう、メモを常備しています。

●
作
風
の
ル
ー
ツ

△愛読書「フクちゃん」

碧南一家以外にも、
市に関する色んな
イラストを描いて
きたんだね

衣浦温泉ね
懐かしいわ

漫画家はアイデアが命

42017.2.1
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１人ひとりがまちづくりを
［市役所２階会議室］

市民協働講演会を開催。地域でのつながりの重要
性を再認識し、だれもが気軽に参加できるまちづく
りを進めることの大切さを講じました。受講者は真
剣に耳を傾け、話に聞き入っていました。

今までの実績が評価されました

日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰を受賞した日進小
学校ＰＴＡの皆さん。

チームに貢献したい

全日本ユース（Ｕ－15）フットサル大会に出場す
る板倉直紀さん（新川中）。

泣くほど嬉しかったです

歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール
で最優秀賞を受賞した石本錬さん（新川小）。

12/14
－水－

12/13
－火－

12/18
－日－

12/16
－金－

表 敬 訪 問

7

きらきら輝く木のしたで
［芸術文化ホール周辺～久沓公園］

街路樹の電飾に彩られ、きらきらウォークが開催
されました。訪れた人たちは冬の寒さにも負けず、
ダンスや音楽、子どもジャグリングやＡＲ体験など
を楽しみました。

白熱した試合です
［臨海体育館］

バスケットボール日本トップリーグのアイシンＡ
Ｗと山梨クイーンビーズの試合が碧南市で行われま
した。たくさんの観客の前で繰り広げられるハイレ
ベルなプレーの数々に、会場は大きな声援に包まれ
ました。

それぞれの個性が光ります
［藤井達吉現代美術館］

ＨＥＫＩＮＡＮからそれぞれのスピリッツ展を開
催。碧南市にゆかりのある作家18人による「音・音
楽とイメージ」をテーマにした絵画や工芸、陶芸、
石彫などの様々な作品が並びました。

12/18
－日－

12/17
－土－

12/14
－水－
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検査内容

料金

※●○印は女性専用日のみ実施し、△印は成人歯科健診実施日のみ希望できます。

●年間予約ができます。
●女性専用日・土曜日健診もご利用ください。
ところ　保健センター
申込み　健診日の１週間前までに電話で保健センター
（☎48-3751）

※市国民健康保険加入者、県後期高齢者医療保険加入者は、下記料金より半額免除（Aコース、
胃がんリスク検査を除く）されます。 

年 間 予 定

○

○ ○ ●○○ ●○

○

○

○

○○○ ○○ ○○○○
○

○

○ ○
○○○○ ●○○ ○ ●○○ ○○ ○○○○

○

視
力
・
血
圧
測
定

内

科

診

察

内容

コース

Ｂ コ ー ス
Ａ コ ー ス

尿

検

査

腹

囲

測

定

身

体

測

定

問

診

乳 が ん 検 診

Ｃ コ ー ス

婦 人 総 合 健 診
成 人 歯 科 健 診

前立腺がん検診

Ｅ コ ー ス

骨粗しょう症検診
胃がんリスク検査

腹
部
超
音
波
検
査

乳
房
Ｘ
線
撮
影

血
液
学
的
検
査

胃
部
Ｘ
線
撮
影

○

子
宮
頸
部
内
診
・

細

胞

診

ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査

血
清
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
検
査

口
腔
内
診
査

踵
部
超
音
波
測
定

胸
部
Ｘ
線
撮
影

便
潜
血
反
応
検
査

血
液
生
化
学
検
査

聴

力

検

査

血
液
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

心
電
図
検
査

眼
圧
・
眼
底
測
定

肺
機
能
検
査

○
○
○
○

○

○

○

結

果

郵

送

医
師
結
果
指
導

○○○○○ ○
○

○
○

○ ○
△

○

△

△

○

○○

○
○
○

○○○○

○
○
○

○

1,400円

成人女性

500円

午前・
午後

午後

1,500円

2,900円

1,000円

時間

2,000円

3,000円

5,000円

8,000円

料金

午前

成人

午前・
午後

・子宮頸部の細胞診と
内診、乳がん検診、
血液検査など
持ち物　バスタオル

50歳以上の男性 午前

20歳以上
65歳未満

18歳以上

30歳以上

成人

・39歳以下の市国民健康保険加入者は全額助成します。
※女性専用日は実施しません。

・採血でＰＳＡ（前立腺特異抗原）検査

・歯牙・歯周病健診、歯磨き指導
持ち物　歯ブラシ午前 無料

・肝臓、胆のう、すい臓、ひ臓、腎臓などの臓器を検査

対象

・受診10日前の受付分は、関係書類を郵送します。
40歳無料健診（昭和52年４月１日～53年３月31日生まれ）
50歳半額健診（昭和42年４月１日～43年３月31日生まれ）
※女性専用日に受診する人は乳がん検診料（1,400円）、子
宮頸がん検診料（1,000円）が追加されます。

・血清ペプシノーゲン検査、ピロリ菌抗体検査
※ピロリ菌除菌治療を受けたことがある人、食道・胃・
十二指腸疾患で治療中の人、自覚症状のある人、胃切除
手術をした人、腎不全の人などは対象外です。この検査
は毎年受ける必要はありません。

成人

・超音波骨評価装置で測定します。

備考

Ｂ コ ー ス
（準総合健診）

Ｃ コ ー ス
（総合健診）

A コ ー ス

E コ ー ス
（腹部超音波検査）

コース

胃がんリスク検査

婦人総合健診

乳 が ん 検 診

前立腺がん検診

成人歯科健診

骨粗しょう症検診

・乳房Ｘ線検査、医師
の視触診、自己触診
法の説明
持ち物　バスタオル

※次の人は乳がん検診料が免除され
ます（②③は書類が必要）。
①70歳以上の人
②40歳以上で生活保護世帯の人
③40歳以上で市民税非課税世帯の人

けい

82017.2.1

●各地区へバスが巡回します。乳がん検診

４月26日㈬、６月29日㈭、８月９日㈬、９月20日㈬、11月16
日㈭、平成30年１月18日㈭、２月１日㈭、３月14日㈬の午前

４月13日㈭、５月11日㈭、
５月25日㈭、６月８日㈭、
７月13日㈭、７月27日㈭、
８月17日㈭、９月14日㈭、
９月28日㈭、10月12日㈭、
11月９日㈭、11月30日㈭、
12月14日㈭、
平成30年
１月11日㈭、１月25日㈭、
２月８日㈭、３月８日㈭、
３月22日㈭の午前

４月28日㈮、５月12日㈮、
６月９日㈮、８月25日㈮、
９月８日㈮、11月24日㈮、
12月８日㈮、
平成30年
１月26日㈮、２月９日㈮
の午後

Ｅコースのみ

成人歯科健診

婦人総合健診

年間日程

水・木・土曜日の午前

けい

・●○は女性専用日です。乳がん・子宮頸がん検診が検査項目に追加されます。
・□は成人歯科健診を同時に受診できます。
・骨粗しょう症検診、前立腺がん検診は各コースとも希望者に実施します。
・胃がんリスク検査はＡ～Ｃコースに併せて希望者に実施します。

Ａコース、Ｂコース（準総合健診）、Ｃコース（総合健診）、Ｅコース（腹
部超音波検査）、胃がんリスク検査、骨粗しょう症検診、前立腺がん検診

生 活 習 慣 病 予 防 健 診

５月12日㈮午前、８月16日㈬午後、11月15日㈬午後
７月５日㈬午後、９月８日㈮午前、12月６日㈬午後

とき

棚尾公民館
新川公民館

ところ

５月17日㈬午後、８月25日㈮午前、11月１日㈬午後、
平成30年２月21日㈬午後

４月12日㈬午後、10月11日㈬午後、平成30年１月10
日㈬午後、３月７日㈬午後

６月９日㈮午前、12月８日㈮午前
６月22日㈭午後、９月６日㈬午後

４月28日㈮午前、７月26日㈬午後、９月27日㈬午後、
10月26日㈭午後、11月24日㈮午前、平成30年１月26
日㈮午前、２月９日㈮午前

４月28日㈮、５月12日㈮、６月９日㈮、８月25日㈮、
９月８日㈮、11月24日㈮、12月８日㈮、平成30年１
月26日㈮、２月９日㈮の午後

13時～　　　５人
保健センター
（婦人総合健診実施時）

定員

鷲塚公民館
午前の部
９時～　　　20人
10時～　　　20人
午後の部
13時30分～　20人
14時～　　　20人

日進公民館

南部市民プラザ

保健センター

農業者コミュニティ
センター

５月
10、11、17、18、
24、25、31

４月
12、13、19

10月
４、５、11、12、
18、19、25、26

９月
６、７、13、14、
27、28

６月
１、７、８、14、
15、21、22、28

８月
16、17、23、24、
30、31

11月
１、２、８、９、
15、22、29、30

12月
６、13、14

７月
５、６、12、13、
19、20、26、27

３月
１、７、８、15、
22

２月
３、７、８、14、
15、21、22、28

平成30年１月
10、11、24、25、
31
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検査内容

料金

※●○印は女性専用日のみ実施し、△印は成人歯科健診実施日のみ希望できます。

●年間予約ができます。
●女性専用日・土曜日健診もご利用ください。
ところ　保健センター
申込み　健診日の１週間前までに電話で保健センター
（☎48-3751）

※市国民健康保険加入者、県後期高齢者医療保険加入者は、下記料金より半額免除（Aコース、
胃がんリスク検査を除く）されます。 

年 間 予 定

○

○ ○ ●○○ ●○

○

○

○

○○○ ○○ ○○○○
○

○

○ ○
○○○○ ●○○ ○ ●○○ ○○ ○○○○

○

視
力
・
血
圧
測
定

内

科

診

察

内容

コース

Ｂ コ ー ス
Ａ コ ー ス

尿

検

査

腹

囲

測

定

身

体

測

定

問

診

乳 が ん 検 診

Ｃ コ ー ス

婦 人 総 合 健 診
成 人 歯 科 健 診

前立腺がん検診

Ｅ コ ー ス

骨粗しょう症検診
胃がんリスク検査

腹
部
超
音
波
検
査

乳
房
Ｘ
線
撮
影

血
液
学
的
検
査

胃
部
Ｘ
線
撮
影

○

子
宮
頸
部
内
診
・

細

胞

診

ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査

血
清
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
検
査

口
腔
内
診
査

踵
部
超
音
波
測
定

胸
部
Ｘ
線
撮
影

便
潜
血
反
応
検
査

血
液
生
化
学
検
査

聴

力

検

査

血
液
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

心
電
図
検
査

眼
圧
・
眼
底
測
定

肺
機
能
検
査

○
○
○
○

○

○

○

結

果

郵

送

医
師
結
果
指
導

○○○○○ ○
○

○
○

○ ○
△

○

△

△

○

○○

○
○
○

○○○○

○
○
○

○

1,400円

成人女性

500円

午前・
午後

午後

1,500円

2,900円

1,000円

時間

2,000円

3,000円

5,000円

8,000円

料金

午前

成人

午前・
午後

・子宮頸部の細胞診と
内診、乳がん検診、
血液検査など

持ち物　バスタオル

50歳以上の男性 午前

20歳以上
65歳未満

18歳以上

30歳以上

成人

・39歳以下の市国民健康保険加入者は全額助成します。
※女性専用日は実施しません。

・採血でＰＳＡ（前立腺特異抗原）検査

・歯牙・歯周病健診、歯磨き指導
持ち物　歯ブラシ午前 無料

・肝臓、胆のう、すい臓、ひ臓、腎臓などの臓器を検査

対象

・受診10日前の受付分は、関係書類を郵送します。
40歳無料健診（昭和52年４月１日～53年３月31日生まれ）
50歳半額健診（昭和42年４月１日～43年３月31日生まれ）
※女性専用日に受診する人は乳がん検診料（1,400円）、子
宮頸がん検診料（1,000円）が追加されます。

・血清ペプシノーゲン検査、ピロリ菌抗体検査
※ピロリ菌除菌治療を受けたことがある人、食道・胃・
十二指腸疾患で治療中の人、自覚症状のある人、胃切除
手術をした人、腎不全の人などは対象外です。この検査
は毎年受ける必要はありません。

成人

・超音波骨評価装置で測定します。

備考

Ｂ コ ー ス
（準総合健診）

Ｃ コ ー ス
（総合健診）

A コ ー ス

E コ ー ス
（腹部超音波検査）

コース

胃がんリスク検査

婦人総合健診

乳 が ん 検 診

前立腺がん検診

成人歯科健診

骨粗しょう症検診

・乳房Ｘ線検査、医師
の視触診、自己触診
法の説明

持ち物　バスタオル
※次の人は乳がん検診料が免除され
ます（②③は書類が必要）。
①70歳以上の人
②40歳以上で生活保護世帯の人
③40歳以上で市民税非課税世帯の人

けい

82017.2.1

●各地区へバスが巡回します。乳がん検診

４月26日㈬、６月29日㈭、８月９日㈬、９月20日㈬、11月16
日㈭、平成30年１月18日㈭、２月１日㈭、３月14日㈬の午前

４月13日㈭、５月11日㈭、
５月25日㈭、６月８日㈭、
７月13日㈭、７月27日㈭、
８月17日㈭、９月14日㈭、
９月28日㈭、10月12日㈭、
11月９日㈭、11月30日㈭、
12月14日㈭、
平成30年
１月11日㈭、１月25日㈭、
２月８日㈭、３月８日㈭、
３月22日㈭の午前

４月28日㈮、５月12日㈮、
６月９日㈮、８月25日㈮、
９月８日㈮、11月24日㈮、
12月８日㈮、
平成30年
１月26日㈮、２月９日㈮
の午後

Ｅコースのみ

成人歯科健診

婦人総合健診

年間日程

水・木・土曜日の午前

けい

・●○は女性専用日です。乳がん・子宮頸がん検診が検査項目に追加されます。
・□は成人歯科健診を同時に受診できます。
・骨粗しょう症検診、前立腺がん検診は各コースとも希望者に実施します。
・胃がんリスク検査はＡ～Ｃコースに併せて希望者に実施します。

Ａコース、Ｂコース（準総合健診）、Ｃコース（総合健診）、Ｅコース（腹
部超音波検査）、胃がんリスク検査、骨粗しょう症検診、前立腺がん検診

生 活 習 慣 病 予 防 健 診

５月12日㈮午前、８月16日㈬午後、11月15日㈬午後
７月５日㈬午後、９月８日㈮午前、12月６日㈬午後

とき

棚尾公民館
新川公民館

ところ

５月17日㈬午後、８月25日㈮午前、11月１日㈬午後、
平成30年２月21日㈬午後

４月12日㈬午後、10月11日㈬午後、平成30年１月10
日㈬午後、３月７日㈬午後

６月９日㈮午前、12月８日㈮午前
６月22日㈭午後、９月６日㈬午後

４月28日㈮午前、７月26日㈬午後、９月27日㈬午後、
10月26日㈭午後、11月24日㈮午前、平成30年１月26
日㈮午前、２月９日㈮午前

４月28日㈮、５月12日㈮、６月９日㈮、８月25日㈮、
９月８日㈮、11月24日㈮、12月８日㈮、平成30年１
月26日㈮、２月９日㈮の午後

13時～　　　５人
保健センター
（婦人総合健診実施時）

定員

鷲塚公民館
午前の部
９時～　　　20人
10時～　　　20人
午後の部
13時30分～　20人
14時～　　　20人

日進公民館

南部市民プラザ

保健センター

農業者コミュニティ
センター

５月
10、11、17、18、
24、25、31

４月
12、13、19

10月
４、５、11、12、
18、19、25、26

９月
６、７、13、14、
27、28

６月
１、７、８、14、
15、21、22、28

８月
16、17、23、24、
30、31

11月
１、２、８、９、
15、22、29、30

12月
６、13、14

７月
５、６、12、13、
19、20、26、27

３月
１、７、８、15、
22

２月
３、７、８、14、
15、21、22、28

平成30年１月
10、11、24、25、
31
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
援
助
や

支
援
を
す
る
地
域
の
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
主

任
介
護
支
援
専
門
員
（
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
）
な
ど
の
専
門
職
が
皆
さ
ん
か
ら
の

様
々
な
相
談
や
悩
み
を
聞
い
た
り
、
介
護

予
防
や
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
な
が
ら
、

安
心
で
き
る
地
域
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

を
つ
く
り
ま
す
。

介
護
に
関
す
る
こ
と
以
外
に
、
健
康
や

福
祉
、
医
療
や
生
活
、
認
知
症
に
関
す
る

こ
と
、
ご
自
身
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
近

隣
に
暮
ら
す
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
も
受

け
ま
す
。
相
談
を
受
け
た
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
適
切
な
機
関
な
ど
と
連
携
し

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
内
３
か
所
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
て
お
り
、
窓
口
や
電
話
の
ほ

か
、
状
況
に
応
じ
て
訪
問
し
て
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
き　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階

対
象　

中
央
、
大
浜
地
区
在
住
の
人

問
合
せ　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（46）
５
５
１
２

②
碧
南
社
協
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
き　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）　

９
時
〜
17
時

と
こ
ろ　

へ
き
な
ん
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
い

く
る

対
象　

新
川
、
西
端
地
区
在
住
の
人

問
合
せ　

碧
南
社
協
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（46）
３
８
４
０

③
碧
南
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
き　

火
〜
土
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）　

９
時
〜
17
時

※

土
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
所
し
、
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
月
・
火
曜
日
を
閉

所
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

東
部
市
民
プ
ラ
ザ

対
象　

棚
尾
、
旭
地
区
在
住
の
人

問
合
せ　

碧
南
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（93）
１
１
９
１

介
護
予
防
セ
ミ
ナ
ー

と
き　

２
月
27
日
㈪　

13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
談
話
室
３

内
容　

新
し
く
始
ま
る
総
合
事
業
に
つ
い

て
、
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
〜
認
知
症
予
防
に
効
果
あ
り
！
コ
グ
ニ

サ
イ
ズ
を
体
験
し
て
み
よ
う

対
象　

現
在
要
支
援
認
定
を
持
つ
人
ま
た

は
市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人

定
員　

100
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

２
月
３
日
㈮
よ
り
高
齢
介
護
課

地
域
支
援
係

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

主任ケア
マネジャー

保健師
看護師

社会
福祉士

高齢者の権利を守ります
（権利擁護）

ケアマネジャーや民生委員、ほかの関係機関
と連携して、虐待や消費者被害の早期発見と
防止にあたります

自立できるように支援します
（介護予防ケアマネジメント）

生活機能の向上を目指した介護予防を推進し
ます

多方面から支援します
（包括的・継続的ケアマネジメント）

充実したサービスが提供できるように、さま
ざまな機関とのネットワークづくりを推進し
ます

さまざまな相談に対応します
（総合相談支援）

高齢者やその家族、地域住民の皆さんからの
生活上のさまざまな悩みに対応します

地域包括支援センター

主任ケアマネジャー、保健師、社会福祉士などが
それぞれの専門性を生かして、支援します

皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
る
相
談
窓
口

11

介
護
保
険
の
改
正
に
お
い
て
、
介
護
予

防
事
業
が
見
直
さ
れ
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
介
護
を
必
要
と
し
な
い
自
分

ら
し
い
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

次
の
サ
ー
ビ
ス
は
「
要
支
援
認
定
を
受

け
た
人
」
と
「
介
護
が
必
要
に
な
る
可
能

性
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
人
（
事
業
対
象

者
）
」
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
き
利
用
で
き
ま

す
。

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

①
予
防
専
門
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
入
浴
介
助
な

ど
の
身
体
介
護
や
掃
除
・
洗
濯
・
調
理
な

ど
の
生
活
を
支
援
す
る
身
体
介
護
中
心
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

②
家
事
援
助
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
調
理
や
掃
除
な
ど

の
生
活
援
助
や
生
活
機
能
向
上
を
目
指
す

家
事
援
助
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

❶
予
防
専
門
型
通
所
サ
ー
ビ
ス

運
動
・
栄
養
・
口
腔
機
能
の
向
上
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
食
事
や

入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
、
健
康
管
理
を
通

し
て
生
活
機
能
・
行
為
の
向
上
を
目
指
す

支
援
を
し
ま
す
。

※

現
在
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
予

防
通
所
介
護
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

❷
運
動
器
中
心
型
通
所
サ
ー
ビ
ス

集
中
的
（
６
か
月
間
）
に
運
動
器
中
心

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
運
動
器
の
機

能
向
上
を
目
指
す
支
援
を
し
ま
す
。

❸
ミ
ニ
デ
イ
型
通
所
サ
ー
ビ
ス

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
を
通

し
て
認
知
症
を
予
防
す
る
支
援
を
し
ま
す
。

要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
介
護
予
防
訪
問

介
護
は
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
に
、
介
護
予
防

通
所
介
護
は
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に
変
わ
り
、

内
容
が
多
様
化
さ
れ
ま
す
。

介
護
予
防
訪
問
介
護
・
介
護
予
防
通
所

介
護
以
外
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問

看
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
福

祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
の
利
用
に

つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

４
月
１
日
以
降
の
認
定
更
新
時
に
移
行

し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
現
在
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
す
。
移
行
後
も
そ
の
人
の

状
態
に
よ
っ
て
は
、
現
在
の
介
護
予
防
訪

問
介
護
や
介
護
予
防
通
所
介
護
と
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

最
近
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と

い
う
人
も
利
用
で
き
ま
す

つ
ま
ず
き
や
す
く
な
っ
た
り
、
ひ
ざ
や

腰
が
重
く
生
活
の
不
自
由
さ
を
感
じ
た
り
、

体
力
の
衰
え
や
物
忘
れ
の
心
配
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
介
護
予
防
に
取
り
組
む
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
上

手
に
利
用
し
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

高
齢
介
護
課
地
域
支
援
係

平
成
29
年
４
月
か
ら
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
が
始
ま
り
ま
す

一般介護予防事業
・おたっしゃ大学
・遊友の会
・貯筋ルーム

など※要介護状態となるリスクを予測する
ことを目的に開発された25項目の質問
票です。日常生活や身体の状態をご自
身で振り返り、介護予防の取り組みの
ポイントを見つけられるものです。

介護予防・生活支援サービス事業
・訪問型サービス（ホームヘルプ）
①予防専門型訪問サービス
②家事援助型訪問サービス
・通所型サービス（ディサービス）
❶予防専門型通所サービス
❷運動器中心型通所サービス
❸ミニデイ型通所サービス

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）

要介護１～５の人 要支援１・
２の人

非該当の人 生活機能の低下が認めら
れた人（事業対象者）

自立した生活を送ること
のできる人

要介護・要支援認定申請

65歳以上でお困りの人
地域包括支援センターに相談

基本チェックリスト（※）

居宅介護支援
（居宅サービス計画）

介護予防支援・介護予防ケアマネジメント
（介護予防サービス・支援計画）

介護予防サービス
・福祉用具
・住宅改修
・訪問看護
・訪問リハビリテ
ーション

・通所リハビリテ
ーション

など

介護サービス
（居宅サービ
ス）

介護サービス
（施設サービ
ス）
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
援
助
や

支
援
を
す
る
地
域
の
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
主

任
介
護
支
援
専
門
員
（
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
）
な
ど
の
専
門
職
が
皆
さ
ん
か
ら
の

様
々
な
相
談
や
悩
み
を
聞
い
た
り
、
介
護

予
防
や
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
な
が
ら
、

安
心
で
き
る
地
域
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

を
つ
く
り
ま
す
。

介
護
に
関
す
る
こ
と
以
外
に
、
健
康
や

福
祉
、
医
療
や
生
活
、
認
知
症
に
関
す
る

こ
と
、
ご
自
身
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
近

隣
に
暮
ら
す
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
も
受

け
ま
す
。
相
談
を
受
け
た
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
適
切
な
機
関
な
ど
と
連
携
し

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
内
３
か
所
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
て
お
り
、
窓
口
や
電
話
の
ほ

か
、
状
況
に
応
じ
て
訪
問
し
て
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
き　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階

対
象　

中
央
、
大
浜
地
区
在
住
の
人

問
合
せ　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（46）
５
５
１
２

②
碧
南
社
協
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
き　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）　

９
時
〜
17
時

と
こ
ろ　

へ
き
な
ん
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
い

く
る

対
象　

新
川
、
西
端
地
区
在
住
の
人

問
合
せ　

碧
南
社
協
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（46）
３
８
４
０

③
碧
南
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
き　

火
〜
土
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）　

９
時
〜
17
時

※
土
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
所
し
、
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
月
・
火
曜
日
を
閉

所
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

東
部
市
民
プ
ラ
ザ

対
象　

棚
尾
、
旭
地
区
在
住
の
人

問
合
せ　

碧
南
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（93）
１
１
９
１

介
護
予
防
セ
ミ
ナ
ー

と
き　

２
月
27
日
㈪　

13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
談
話
室
３

内
容　

新
し
く
始
ま
る
総
合
事
業
に
つ
い

て
、
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
〜
認
知
症
予
防
に
効
果
あ
り
！
コ
グ
ニ

サ
イ
ズ
を
体
験
し
て
み
よ
う

対
象　

現
在
要
支
援
認
定
を
持
つ
人
ま
た

は
市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人

定
員　

100
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

２
月
３
日
㈮
よ
り
高
齢
介
護
課

地
域
支
援
係

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

主任ケア
マネジャー

保健師
看護師

社会
福祉士

高齢者の権利を守ります
（権利擁護）

ケアマネジャーや民生委員、ほかの関係機関
と連携して、虐待や消費者被害の早期発見と
防止にあたります

自立できるように支援します
（介護予防ケアマネジメント）

生活機能の向上を目指した介護予防を推進し
ます

多方面から支援します
（包括的・継続的ケアマネジメント）

充実したサービスが提供できるように、さま
ざまな機関とのネットワークづくりを推進し
ます

さまざまな相談に対応します
（総合相談支援）

高齢者やその家族、地域住民の皆さんからの
生活上のさまざまな悩みに対応します

地域包括支援センター

主任ケアマネジャー、保健師、社会福祉士などが
それぞれの専門性を生かして、支援します

皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
る
相
談
窓
口

11

介
護
保
険
の
改
正
に
お
い
て
、
介
護
予

防
事
業
が
見
直
さ
れ
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
介
護
を
必
要
と
し
な
い
自
分

ら
し
い
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

次
の
サ
ー
ビ
ス
は
「
要
支
援
認
定
を
受

け
た
人
」
と
「
介
護
が
必
要
に
な
る
可
能

性
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
人
（
事
業
対
象

者
）
」
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
き
利
用
で
き
ま

す
。

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

①
予
防
専
門
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
入
浴
介
助
な

ど
の
身
体
介
護
や
掃
除
・
洗
濯
・
調
理
な

ど
の
生
活
を
支
援
す
る
身
体
介
護
中
心
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

②
家
事
援
助
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
調
理
や
掃
除
な
ど

の
生
活
援
助
や
生
活
機
能
向
上
を
目
指
す

家
事
援
助
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

❶
予
防
専
門
型
通
所
サ
ー
ビ
ス

運
動
・
栄
養
・
口
腔
機
能
の
向
上
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
食
事
や

入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
、
健
康
管
理
を
通

し
て
生
活
機
能
・
行
為
の
向
上
を
目
指
す

支
援
を
し
ま
す
。

※

現
在
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
予

防
通
所
介
護
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

❷
運
動
器
中
心
型
通
所
サ
ー
ビ
ス

集
中
的
（
６
か
月
間
）
に
運
動
器
中
心

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
運
動
器
の
機

能
向
上
を
目
指
す
支
援
を
し
ま
す
。

❸
ミ
ニ
デ
イ
型
通
所
サ
ー
ビ
ス

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
を
通

し
て
認
知
症
を
予
防
す
る
支
援
を
し
ま
す
。

要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
介
護
予
防
訪
問

介
護
は
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
に
、
介
護
予
防

通
所
介
護
は
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に
変
わ
り
、

内
容
が
多
様
化
さ
れ
ま
す
。

介
護
予
防
訪
問
介
護
・
介
護
予
防
通
所

介
護
以
外
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問

看
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
福

祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
の
利
用
に

つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

４
月
１
日
以
降
の
認
定
更
新
時
に
移
行

し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
現
在
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
す
。
移
行
後
も
そ
の
人
の

状
態
に
よ
っ
て
は
、
現
在
の
介
護
予
防
訪

問
介
護
や
介
護
予
防
通
所
介
護
と
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

最
近
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と

い
う
人
も
利
用
で
き
ま
す

つ
ま
ず
き
や
す
く
な
っ
た
り
、
ひ
ざ
や

腰
が
重
く
生
活
の
不
自
由
さ
を
感
じ
た
り
、

体
力
の
衰
え
や
物
忘
れ
の
心
配
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
介
護
予
防
に
取
り
組
む
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
上

手
に
利
用
し
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

高
齢
介
護
課
地
域
支
援
係

平
成
29
年
４
月
か
ら
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
が
始
ま
り
ま
す

一般介護予防事業
・おたっしゃ大学
・遊友の会
・貯筋ルーム

など※要介護状態となるリスクを予測する
ことを目的に開発された25項目の質問
票です。日常生活や身体の状態をご自
身で振り返り、介護予防の取り組みの
ポイントを見つけられるものです。

介護予防・生活支援サービス事業
・訪問型サービス（ホームヘルプ）
①予防専門型訪問サービス
②家事援助型訪問サービス
・通所型サービス（ディサービス）
❶予防専門型通所サービス
❷運動器中心型通所サービス
❸ミニデイ型通所サービス

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）

要介護１～５の人 要支援１・
２の人

非該当の人 生活機能の低下が認めら
れた人（事業対象者）

自立した生活を送ること
のできる人

要介護・要支援認定申請

65歳以上でお困りの人
地域包括支援センターに相談

基本チェックリスト（※）

居宅介護支援
（居宅サービス計画）

介護予防支援・介護予防ケアマネジメント
（介護予防サービス・支援計画）

介護予防サービス
・福祉用具
・住宅改修
・訪問看護
・訪問リハビリテ
ーション
・通所リハビリテ
ーション

など

介護サービス
（居宅サービ
ス）

介護サービス
（施設サービ
ス）
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C
・
S
コ
ラ
ム

昨
年
８
月
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
第
50

回
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
〝
住
み
や
す
い
・
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
住
み
や
す
い
〞
の
合
計
が
84
．

７
％
で
、
昨
年
よ
り
２
．
５
％
増
加
し
、

こ
こ
13
年
間
で
は
最
も
高
い
数
値
と
な
り

ま
し
た
。

過
去
の
数
値
は
平
成
16
年
度
82
．
７
％
、

17
年
度
83
．
９
％
、
18
年
度
83
．
２
％
、

19
年
度
81
．
４
％
、
20
年
度
81
．
２
％
、
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．
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．
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台
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あ
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２
千
18

人
で
し
た
。
直
近
の
国
勢
調
査
の
平
成
27

年
10
月
１
日
現
在
の
人
口
は
７
万
１
千
346

人
で
あ
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。
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・
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あ
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。
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の
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築
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。
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。
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人
口
も
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し
て
い
ま
す

友好親善と若い世代の国際理解を深めることを目
的とした姉妹都市（アメリカ合衆国エドモンズ市）
への海外派遣（ホームステイ）を希望する市内在住
の中高生などを募集します。
派遣期間　８月４日㈮～17日㈭（予定）
派遣先　アメリカ合衆国ワシントン州エドモンズ市
募集人員　中学生10人、高校生など５人（引率教諭
２人が同行）
費用　約12万円（諸事情により変動あり）
選考会
とき　３月４日㈯
ところ　市役所２階談話室
※選考会の詳細は、後日通知します。

対象　平成29年４月１日現在で市内在住の中学３年
生・高校生などで、次のすべてに該当する人
・学校長の推薦がある
・保護者の了承が得られる
・心身ともに健康で、海外生活ができる
・日常生活程度の英会話ができる
・７月20日㈭～８月１日㈫（予定）に姉妹都市から
の学生使節団受入（ホストファミリー）ができる
・市が行う国際交流事業に協力できる
・性格や責任感など市を代表するにふさわしい
・保護者が市税などを完納している
・今までに市の中高生等海外派遣事業でエドモンズ
市に派遣されたことがない
・事前研修（５月中旬～７月上旬の期間に週１回、
計10回程度を予定）に参加できる
申込み　２月１日㈬９時～28日㈫17時に申込書、学
校長の推薦書、「エドモンズ市で交流したいこと」
をテーマとする作文（400字詰め原稿用紙３枚）を地
域協働課地域協働係
※申込書は地域協働課、市内中学校、文化会館、南
部・東部市民プラザ、各公民館（西端を除く）、農
業者コミュニティセンターにあります。

国際理解を深めよう

海外派遣
中高生等募集
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問合せ　税務課管理係
口座振替は、一度申込むと、指定された金融機関
やゆうちょ銀行の口座から、納期限の日に自動的に
振り替えて納付する安心・便利な制度です。また、
市の負担する納付手数料が、コンビニエンスストア
で納付した場合と比べて何倍も安く、経費削減につ
ながります。省資源化にもつながる口座振替の申込
みに、ご協力をお願いします。
・現金を持ち歩く必要が無く安全です
・納め忘れの心配がなく、納付が確実です
・支払いへ出かける手間がいらず、忙しい人に便利
です
【対象】
市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、
軽自動車税、国民健康保険税
【取扱金融機関】
三菱東京ＵＦＪ銀行、十六銀行、愛知銀行、名古屋
銀行、岡崎信用金庫、碧海信用金庫、西尾信用金庫、
愛知県中央信用組合、あいち中央農業協同組合、愛
知県信用漁業協同組合連合会、ゆうちょ銀行

【申込み方法】
①金融機関の窓口
市内にある左の金融機関の窓口に限り、申込みが
できます。
②市役所税務課の窓口
①②とも
持ち物　通帳、通帳印、納税義務者の認印
③郵送申請
税務課ホームページに掲載している口座振替の依
頼書を印刷・記入し、市役所へ郵送します。切手が
いらない組み立て式の返信用封筒も併せて掲載して
いますので、返送時に利用してください。
【口座振替について】
・振替は、申込みをした翌々月末の納期分以降から
開始されます。例えば２月に申込んだ場合は、早
くて４月分から開始されます。
・振替日は納期限の最終日である月末です（12月の
み25日）。振替日が金融機関の休業日にあたる場
合は、翌営業日になります。
・振替結果は、通帳に記帳して確認してください。
口座振替結果通知は発送しません。
【注意事項】
・残高不足などで振替できなかった場合は、送付さ
れる「口座振替不能通知書」で納付してください。
・前納（一括納付）の手続きをした人で、振替がで
きなかった場合は、１期分は送付される「口座振
替不能通知書」で納付してください。２期目以降
は、期別で振替されます。
・年度途中からの前納（一括納付）の申込みは、そ
の年度に限り期別納付となります。
・納期限を過ぎたものや分割納付分、随時分は振替
できません。

口座振替の申込み期限
納期限の２か月前までに下表を確認のうえ、申込んでください。なお窓口での申込みは、金融機関または市
役所での申込み日、郵送での申込みは市役所に届いた日です。
【申込み期限早見表】
下表左列の月に申込んだ場合の、最も早い引き落とし開始期を表しています。例えば、市県民税（普通徴収）
の口座振替申込みを５月に行った場合、平成29年度２期分から引き落としが可能です。

市税の納付は
簡単で便利な

口座振替で

市県民税（普通徴収） 固定資産税・都市計画税

平成29年４月

７月
８月

５月

申込み月

６月

平成29年度
２期

２期

平成29年度
前納・１期

３期

軽自動車税

４期

４期

３期

10月
11月

９月

３期
２期

４期
５期

国民健康保険税

平成29年度
１期

７期

平成30年度
全期

平成30年度　前納・１期
※平成30年度は評価替えのため、
納期は５月です。

平成30年度
前納・１期

８期

平成30年度
１期

12月

３月

平成30年１月
２月

６期

122017.2.1



C
・
S
コ
ラ
ム

昨
年
８
月
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
第
50

回
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
〝
住
み
や
す
い
・
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
住
み
や
す
い
〞
の
合
計
が
84
．

７
％
で
、
昨
年
よ
り
２
．
５
％
増
加
し
、

こ
こ
13
年
間
で
は
最
も
高
い
数
値
と
な
り

ま
し
た
。

過
去
の
数
値
は
平
成
16
年
度
82
．
７
％
、

17
年
度
83
．
９
％
、
18
年
度
83
．
２
％
、

19
年
度
81
．
４
％
、
20
年
度
81
．
２
％
、

21
年
度
81
．
７
％
、
22
年
度
79
．
１
％
、

23
年
度
82
．
１
％
、
24
年
度
80
．
５
％
、

25
年
度
77
．
５
％
、
26
年
度
83
．
０
％
、

27
年
度
82
．
２
％
で
し
た
。

一
方
、
〝
住
み
に
く
い
・
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
住
み
に
く
い
〞
の
合
計
数
値
は
平

成
16
年
度
８
．
８
％
、
17
年
度
８
．
６
％
、

18
年
度
８
．
２
％
、
19
年
度
９
．
６
％
、

20
年
度
５
．
８
％
、
21
年
度
10
．
９
％
、

22
年
度
７
．
９
％
、
23
年
度
８
．
９
％
、

24
年
度
10
．
６
％
、
25
年
度
12
．
９
％
、

26
年
度
８
．
３
％
、
27
年
度
９
．
０
％
、

28
年
度
９
．
３
％
で
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
毎
年
、
住

民
基
本
台
帳
（
20
歳
以
上
）
か
ら
無
作
為

に
千
500
人
の
市
民
を
選
ん
で
用
紙
を
送
付

し
、
毎
年
千
人
ほ
ど
に
回
答
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
も
の
を
集
計
し
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
年
に
よ
っ
て
は
、
若
干
の
ば
ら
つ

き
は
あ
り
ま
す
が
、
碧
南
市
の
住
み
や
す

さ
は
引
き
続
き
、
高
い
水
準
に
あ
る
と
い

え
ま
す
。

ま
た
、
碧
南
市
の
国
勢
調
査
（
５
年
ご

と
に
実
施
）
上
の
人
口
で
過
去
最
大
は
、

平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
の
７
万
２
千
18

人
で
し
た
。
直
近
の
国
勢
調
査
の
平
成
27

年
10
月
１
日
現
在
の
人
口
は
７
万
１
千
346

人
で
あ
り
、
672
人
減
と
い
う
こ
と
で
、
市

制
施
行
以
降
初
め
て
人
口
が
減
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
人
口
減
対
策
の
た
め
、
昨
年

３
月
に
「
碧
南
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
て
、
現
在
そ

の
戦
略
に
基
づ
き
、
体
系
的
、
総
合
的
な

政
策
を
実
施
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

景
気
の
良
い
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
以
降
に
つ

い
て
は
、
市
の
人
口
は
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
11
月
末
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
の
人
口
は
、
７
万
２
千
106
人
で
あ
り
、

過
去
最
大
で
あ
っ
た
平
成
22
年
の
国
勢
調

査
時
よ
り
88
人
増
え
て
い
ま
す
。

最
近
、
市
内
で
多
く
の
新
築
住
宅
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
若
い
夫
婦
や
子
ど
も

た
ち
が
増
え
、
未
来
永
劫
、
碧
南
市
が
発

展
す
る
よ
う
み
ん
な
で
盛
り
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

碧
南
市
の
住
み
ご
こ
ち
は

こ
こ
13
年
間
で
最
高
、

そ
し
て
人
口
も
回
復
し
て
い
ま
す

友好親善と若い世代の国際理解を深めることを目
的とした姉妹都市（アメリカ合衆国エドモンズ市）
への海外派遣（ホームステイ）を希望する市内在住
の中高生などを募集します。
派遣期間　８月４日㈮～17日㈭（予定）
派遣先　アメリカ合衆国ワシントン州エドモンズ市
募集人員　中学生10人、高校生など５人（引率教諭
２人が同行）
費用　約12万円（諸事情により変動あり）
選考会
とき　３月４日㈯
ところ　市役所２階談話室
※選考会の詳細は、後日通知します。

対象　平成29年４月１日現在で市内在住の中学３年
生・高校生などで、次のすべてに該当する人
・学校長の推薦がある
・保護者の了承が得られる
・心身ともに健康で、海外生活ができる
・日常生活程度の英会話ができる
・７月20日㈭～８月１日㈫（予定）に姉妹都市から
の学生使節団受入（ホストファミリー）ができる
・市が行う国際交流事業に協力できる
・性格や責任感など市を代表するにふさわしい
・保護者が市税などを完納している
・今までに市の中高生等海外派遣事業でエドモンズ
市に派遣されたことがない
・事前研修（５月中旬～７月上旬の期間に週１回、
計10回程度を予定）に参加できる
申込み　２月１日㈬９時～28日㈫17時に申込書、学
校長の推薦書、「エドモンズ市で交流したいこと」
をテーマとする作文（400字詰め原稿用紙３枚）を地
域協働課地域協働係
※申込書は地域協働課、市内中学校、文化会館、南
部・東部市民プラザ、各公民館（西端を除く）、農
業者コミュニティセンターにあります。

国際理解を深めよう

海外派遣
中高生等募集
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問合せ　税務課管理係
口座振替は、一度申込むと、指定された金融機関

やゆうちょ銀行の口座から、納期限の日に自動的に
振り替えて納付する安心・便利な制度です。また、
市の負担する納付手数料が、コンビニエンスストア
で納付した場合と比べて何倍も安く、経費削減につ
ながります。省資源化にもつながる口座振替の申込
みに、ご協力をお願いします。
・現金を持ち歩く必要が無く安全です
・納め忘れの心配がなく、納付が確実です
・支払いへ出かける手間がいらず、忙しい人に便利
です

【対象】
市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、
軽自動車税、国民健康保険税
【取扱金融機関】
三菱東京ＵＦＪ銀行、十六銀行、愛知銀行、名古屋
銀行、岡崎信用金庫、碧海信用金庫、西尾信用金庫、
愛知県中央信用組合、あいち中央農業協同組合、愛
知県信用漁業協同組合連合会、ゆうちょ銀行

【申込み方法】
①金融機関の窓口
市内にある左の金融機関の窓口に限り、申込みが

できます。
②市役所税務課の窓口
①②とも
持ち物　通帳、通帳印、納税義務者の認印
③郵送申請
税務課ホームページに掲載している口座振替の依

頼書を印刷・記入し、市役所へ郵送します。切手が
いらない組み立て式の返信用封筒も併せて掲載して
いますので、返送時に利用してください。
【口座振替について】
・振替は、申込みをした翌々月末の納期分以降から
開始されます。例えば２月に申込んだ場合は、早
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さ　さ　え　あ　い 平成29年２月１日－ 1－　第61号

碧南市特別支援教育推進委員会では，児童・生徒が将来自立できるよう援助する活動を計画し、推進しています。
また，市民のみなさんに特別支援教育を一層理解していただけるよう、「ささえあい」を発行しています。今号は，
合同運動会について児童が作った新聞、中学校の生徒の様子、サポートブック、即売会について紹介します。

南中学校では２学期に体育祭と文化祭が行われました。特別支援学級の生
徒たちも交流学級に加わり、応援合戦や合唱コンクールを頑張りました。本
校には“南中ハート”という合言葉があります。リーダーの生徒たちを中心に
特別支援学級の生徒も一緒に、演技を磨いていきました。
応援合戦では振りつけや隊形移動を一生懸命に覚え、一糸乱れぬ動きで見

事に演じました。胸を張って堂々と演技する姿から大きな成長を感じました。
合唱コンクールでは、呼吸法の練習に加わり、歌った後にパートで振り返る話し合い活動にも参加しました。本

番はクラス一丸となって楽しく歌うことができました。どちらの行事でも精一杯力を発揮することができ、達成感
を味わうことができました。

第61号

碧南市特別支援教育推進活動委員会だより
執筆　編集　発行

碧南市特別支援教育推進活動委員会
啓発活動部

成長することができた学校行事 南中学校
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さ　さ　え　あ　い 平成29年２月１日－ 2－　第61号

もうすぐ春。入園、入学、進級、就職のシーズンがやってきます。希望に
胸が膨らむとともに、環境の変化への不安も大きいのではないでしょうか？
そんなとき、お子さん（ご本人）の得意なこと、苦手なこと、食事やトイ
レ、着替えの方法、かかわり方など、知っておいてほしい情報を書いたサポ
ートブックが役立ちます。かかわる人が情報を共有して接することで、お子
さん（ご本人）が安心して毎日を過ごすことができます。
また、サポートブックがあれば、環境が変わった時にも、それをもとに情
報共有がしやすくなり、成長の記録にもなります。学校や事業所も、家庭で
の様子がわかると支援がしやすくなります。
サポートブックを活用して支援の輪をつなげましょう。

サポートブックでつながる支援
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紙
す
き
製
品
・
木
の
お
も
ち
ゃ
・
鍋
し
き
・
つ
ま
よ
う
じ
セ
ッ
ト　
　

コ
ー
ス
タ
ー
・
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
な
ど

東　

中　
　

寄
せ
植
え
の
鉢
・
花
の
苗
・
手
作
り
小
物

西
端
中　
　

雑
巾
・
巾
着
袋
・
ペ
ン
立
て
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス

ふ
み
台
・
花
台
・
折
り
た
た
み
台
・
皿
立
て
・
手
さ
げ　

中
央
中　
　

マ
ス
ク
・
巾
着
袋
・
コ
ー
ス
タ
ー
・
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
・
プ
ラ
バ
ン
ア
ク
セ
サ
リ
ー

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
カ
バ
ー
・
箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
カ
バ
ー

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
・
シ
ュ
シ
ュ
・
移
動
ポ
ケ
ッ
ト
・
手
作
り
の
封
筒

ふ
れ
あ
い
作
業
所　

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
・
ク
ッ
キ
ー
・
ド
ラ
イ
納
豆
・
自
主
製
品
・
鉢
人
形

《昨年度の様子》
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

統
計
に
関
し
て
理
解
と
熱
意

を
も
っ
て
、
国
が
実
施
す
る
統

計
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
く

人
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容　

各
種
統
計
調
査
で

調
査
票
の
配
布
・
回
収
・
点
検

な
ど
（
１
調
査
の
所
要
日
数
は

12
日
間
程
度
で
年
１
〜
３
回
程

度
）

応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

・
市
内
在
住
で
平
成
９
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ

・
選
挙
関
係
者
お
よ
び
税
務
・

警
察
に
直
接
関
係
が
な
い

・
個
人
情
報
保
護
の
遵
守
な
ど

秘
密
を
保
持
で
き
る

募
集
人
員　

８
人
程
度

報
酬　

２
〜
５
万
円
程
度
（
調

査
に
従
事
し
た
場
合
）

申
込
み　

２
月
10
日
㈮
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
秘
書
情
報
課
広
報
統
計
係

応
募
資
格　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
操
作
が
で
き
る
人

募
集
人
員　

１
人

勤
務
開
始
日　

３
月
１
日
㈬

勤
務　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）　

８
時
30
分
〜
17
時

面
接
日　

２
月
17
日
㈮

申
込
み　

２
月
13
日
㈪
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
市
民
病
院
管
理
課
総
務
係（
☎

（48）
５
０
５
０
）

①
保
育
士
、
看
護
師

業
務
内
容　

❶
保
育
士
❷
看
護

師
（
０
歳
児
担
当
）

応
募
資
格　

❶
保
育
士
免
許
を

有
す
る
人
❷
看
護
師
免
許
を
有

す
る
人

勤
務　

月
〜
土
曜
日
の
う
ち
週

６
日
以
内
（
祝
日
を
除
く
）

勤
務
地　

社
会
福
祉
協
議
会
が

運
営
す
る
保
育
園

※

勤
務
地
、
勤
務
時
間
な
ど
は

相
談
に
応
じ
ま
す
。

②
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

業
務
内
容　

児
童
の
育
成
指
導

応
募
資
格　

高
卒
以
上

勤
務　

月
〜
土
曜
日
の
う
ち
週

３
〜
６
日
以
内

③
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
指
導

員応
募
資
格　

保
育
士
ま
た
は
教

員
免
許
を
有
す
る
人

勤
務　

週
５
日
程
度　

９
時
30

分
〜
18
時

①
〜
③
と
も

申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
、
各
免
許
な
ど
の
写

し
を
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
（46）

３
７
０
２
）

応
募
資
格　

昭
和
23
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
も
の
づ
く

り
に
関
す
る
実
務
経
験
の
あ
る

人
（
製
造
現
場
経
験
者
、
教
員

Ｏ
Ｂ
な
ど
）

業
務
内
容　

も
の
づ
く
り
や
発

明
の
た
め
の
企
画
・
運
営
、
管

理
事
務
、
少
年
少
女
発
明
ク
ラ

ブ
で
の
指
導
な
ど

募
集
人
数　

１
人

勤
務
期
間　

４
月
１
日
㈯
〜
平

成
30
年
３
月
31
日
㈯

勤
務　

週
４
日　

８
時
30
分
〜

17
時
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

勤
務
地　

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

ー申
込
み　

２
月
28
日
㈫
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
☎

（43）
５
０
３
１
）

ヘ
キ
ス
ポ
ス
タ
ッ
フ
は
、
青

年
の
連
帯
と
青
年
活
動
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
文
化
会
館
を
拠
点
に
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
参
加
な
ど
、
と
て
も
仲

良
く
パ
ワ
フ
ル
な
団
体
で
す
。

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
内
容　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

（
成
人
式
な
ど
）
、
青
年
交
流

事
業
の
実
施
、
市
主
催
事
業
へ

の
協
力
な
ど

応
募
資
格　

原
則
、
市
内
在
住

で
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
11
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

問
合
せ　

文
化
会
館
内
生
涯
学

習
課　
　
　
　

☎
（42）
３
５
１
１

業
務
内
容　

総
合
案
内
や
体
験

農
園
の
受
付
、
イ
ベ
ン
ト
の
準

備
な
ど

応
募
資
格　

大
学
生
・
専
門
学

校
生

募
集
人
員　

２
人

勤
務
開
始
日　

３
月
４
日
㈯

勤
務　

土
・
日
曜
日
、
祝
日　

９
時
〜
17
時

申
込
み　

２
月
19
日
㈰
（
必
着
）

ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
あ
お
い
パ
ー
ク
（
☎

（43）
０
５
１
１
）

市
常
任
統
計
調
査
員

ヘ
キ
ス
ポ
ス
タ
ッ
フ

市
常
任
統
計
調
査
員

募
集

市
民
病
院
臨
時
職
員

事
務
職
員

社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員

も
の
づ
く
り
指
導
専
門
員

（
非
常
勤
特
別
職
）

あ
お
い
パ
ー
ク

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
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募
集
学
科　

①
新
入
学
前
期
②

新
入
学
後
期
③
特
科
（
聴
講
生
）

④
転
編
入
学

応
募
資
格　

①
〜
③
中
卒
（
卒

業
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
中
卒

と
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
人

④
高
校
で
１
部
単
位
を
修
得
し

た
人

選
抜
方
法　

①
②
書
類
審
査
、

作
文
、
面
接
③
書
類
審
査
④
書

類
審
査
、
学
力
検
査
（
国
語
、

数
学
、
英
語
）
、
面
接

募
集
人
員　

計
240
人
程
度

申
込
み　

①
②
２
月
１
日
㈬
③

④
14
日
㈫
よ
り
願
書
を
県
立
刈

谷
東
高
等
学
校
（
☎
（21）
３
３
４

９
）

※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

掲
載
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

規
格　

縦
50
ピ
ク
セ
ル×

横
170

ピ
ク
セ
ル

掲
載
期
間　

１
か
月
単
位
（
年

間
掲
載
は
４
月
〜
平
成
30
年
３

月
）

掲
載
料　

１
か
月
１
万
円
（
年

間
掲
載
は
10
万
円
）

申
込
み　

掲
載
希
望
月
の
前
月

10
日
（
年
間
掲
載
は
３
月
10
日

㈮
）
ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を

秘
書
情
報
課
広
報
統
計
係

※

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

掲
載
場
所　

く
る
く
る
バ
ス
オ

レ
ン
ジ
車
・
パ
ー
プ
ル
車
車
体

側
面
（
各
４
枠
）
、
み
ど
り
車

車
体
側
面
（
２
枠
）
、
あ
お
車

窓
（
１
枠
）

規
格　

車
体
側
面　

日
本
工
業

規
格
Ａ
２
横
サ
イ
ズ
の
マ
グ
ネ

ッ
ト
、
窓　

日
本
工
業
規
格
Ｂ

２
判
の
フ
ィ
ル
ム

掲
載
期
間　

４
月
〜
平
成
30
年

３
月

掲
載
料　

車
体
側
面　

１
枠
２

万
８
千
800
円
、
窓　

１
枠
３
万

８
千
400
円

※

３
か
月
、
６
か
月
で
の
申
込

み
も
で
き
ま
す
。

申
込
み　

２
月
17
日
㈮
ま
で
に

必
要
書
類
を
商
工
課
労
政
観
光

係

※

必
要
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
、
支
払
い

の
手
間
や
時
間
を
省
け
る
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。
月
々
の
口

座
振
替
を
早
割
（
当
月
末
日
引

落
し
）
に
す
る
と
毎
月
の
保
険

料
が
50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
前
納
す
る

と
割
引
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29

年
４
月
分
か
ら
は
、
口
座
振
替

に
加
え
て
現
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
で
も
、
割
引
額
の

大
き
な
２
年
前
納
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
年

分
ま
た
は
１
年
分
の
前
納
を
希

望
す
る
人
は
、
２
月
下
旬
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
割

引
率
に
つ
い
て
は
窓
口
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
金
納
付
の
場
合
（
平
成
28
年

度
）

１
年
前
納　

３
千
460
円
割
引

６
か
月
前
納　

790
円
割
引

口
座
振
替
の
場
合
（
28
年
度
）

２
年
前
納　

１
万
５
千
690
円
割

引１
年
前
納　

４
千
90
円
割
引

６
か
月
前
納　

千
110
円
割
引

問
合
せ　

国
保
年
金
課
年
金
係

市
で
は
、
お
む
つ
な
ど
の
介

護
用
品
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
事
業
に
参
入
す

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
事
業
者

・
現
在
、
介
護
用
品
を
販
売
す

る
市
内
の
薬
局
や
事
業
者
で
、

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

・
利
用
者
か
ら
介
護
に
関
す
る

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
有
資

格
者
（
薬
剤
師
な
ど
）
が
応

じ
る
こ
と
が
で
き
る

申
込
み　

２
月
２
日
㈭
〜
28
日

㈫
に
所
定
の
申
請
書
、
必
要
書

類
を
高
齢
介
護
課
高
齢
福
祉
係

※

申
請
書
は
高
齢
介
護
課
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）
の
申
請
受
付
を
開
始
し

ま
す
。
案
内
通
知
と
申
請
書
が

届
い
た
人
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
期
限
内
に
申
請

し
な
い
と
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

受
給
資
格
な
ど
詳
細
は
、
広

報
へ
き
な
ん
１
月
15
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

２
月
１
日
㈬
〜
４

月
30
日
㈰
（
当
日
消
印
有
効
）

９
時
〜
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き

ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課
保
護
係
内
臨

時
福
祉
給
付
金
受
付
窓
口

☎
（41）
９
５
６
１

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

夕
暮
れ
や
夜
間
の
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
外
出
す

る
と
き
は
目
立
つ
服
装
や
反
射

材
を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
交
通
事
故
防
止
の

た
め
、
地
域
協
働
課
窓
口
や
各

公
民
館
で
「
反
射
た
す
き
」
を

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

地
域
協
働
課
交
通
防

犯
係２

月
３
日
㈮
に
振
込
み
ま
す
。

振
込
み
に
つ
い
て
は
、
銀
行
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

こ
ど
も
課
育
成
支
援

係

環境は　時を経るごと　変化して　変わらない
家庭と地域の　一体感

「第３日曜日は家庭の日」市青少年育成市民会議

介
護
用
品
支
給
事
業
者
の
募
集

反
射
た
す
き
の
無
料
配
布

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
振
込

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
募
集

く
る
く
る
バ
ス
掲
載
広
告
募
集

県
立
刈
谷
東
高
等
学
校

通
信
制
課
程
の
生
徒

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は

口
座
振
替
・
前
納
で

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策

分
）
の
申
請
開
始

※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
募
集

生
活

17



く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

統
計
に
関
し
て
理
解
と
熱
意

を
も
っ
て
、
国
が
実
施
す
る
統

計
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
く

人
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容　

各
種
統
計
調
査
で

調
査
票
の
配
布
・
回
収
・
点
検

な
ど
（
１
調
査
の
所
要
日
数
は

12
日
間
程
度
で
年
１
〜
３
回
程

度
）

応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

・
市
内
在
住
で
平
成
９
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ

・
選
挙
関
係
者
お
よ
び
税
務
・

警
察
に
直
接
関
係
が
な
い

・
個
人
情
報
保
護
の
遵
守
な
ど

秘
密
を
保
持
で
き
る

募
集
人
員　

８
人
程
度

報
酬　

２
〜
５
万
円
程
度
（
調

査
に
従
事
し
た
場
合
）

申
込
み　

２
月
10
日
㈮
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
秘
書
情
報
課
広
報
統
計
係

応
募
資
格　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
操
作
が
で
き
る
人

募
集
人
員　

１
人

勤
務
開
始
日　

３
月
１
日
㈬

勤
務　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）　

８
時
30
分
〜
17
時

面
接
日　

２
月
17
日
㈮

申
込
み　

２
月
13
日
㈪
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
市
民
病
院
管
理
課
総
務
係（
☎

（48）
５
０
５
０
）

①
保
育
士
、
看
護
師

業
務
内
容　

❶
保
育
士
❷
看
護

師
（
０
歳
児
担
当
）

応
募
資
格　

❶
保
育
士
免
許
を

有
す
る
人
❷
看
護
師
免
許
を
有

す
る
人

勤
務　

月
〜
土
曜
日
の
う
ち
週

６
日
以
内
（
祝
日
を
除
く
）

勤
務
地　

社
会
福
祉
協
議
会
が

運
営
す
る
保
育
園

※

勤
務
地
、
勤
務
時
間
な
ど
は

相
談
に
応
じ
ま
す
。

②
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

業
務
内
容　

児
童
の
育
成
指
導

応
募
資
格　

高
卒
以
上

勤
務　

月
〜
土
曜
日
の
う
ち
週

３
〜
６
日
以
内

③
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
指
導

員応
募
資
格　

保
育
士
ま
た
は
教

員
免
許
を
有
す
る
人

勤
務　

週
５
日
程
度　

９
時
30

分
〜
18
時

①
〜
③
と
も

申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
、
各
免
許
な
ど
の
写

し
を
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
（46）

３
７
０
２
）

応
募
資
格　

昭
和
23
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
も
の
づ
く

り
に
関
す
る
実
務
経
験
の
あ
る

人
（
製
造
現
場
経
験
者
、
教
員

Ｏ
Ｂ
な
ど
）

業
務
内
容　

も
の
づ
く
り
や
発

明
の
た
め
の
企
画
・
運
営
、
管

理
事
務
、
少
年
少
女
発
明
ク
ラ

ブ
で
の
指
導
な
ど

募
集
人
数　

１
人

勤
務
期
間　

４
月
１
日
㈯
〜
平

成
30
年
３
月
31
日
㈯

勤
務　

週
４
日　

８
時
30
分
〜

17
時
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

勤
務
地　

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

ー申
込
み　

２
月
28
日
㈫
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
☎

（43）
５
０
３
１
）

ヘ
キ
ス
ポ
ス
タ
ッ
フ
は
、
青

年
の
連
帯
と
青
年
活
動
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
文
化
会
館
を
拠
点
に
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
参
加
な
ど
、
と
て
も
仲

良
く
パ
ワ
フ
ル
な
団
体
で
す
。

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
内
容　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

（
成
人
式
な
ど
）
、
青
年
交
流

事
業
の
実
施
、
市
主
催
事
業
へ

の
協
力
な
ど

応
募
資
格　

原
則
、
市
内
在
住

で
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
11
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

問
合
せ　

文
化
会
館
内
生
涯
学

習
課　
　
　
　

☎
（42）
３
５
１
１

業
務
内
容　

総
合
案
内
や
体
験

農
園
の
受
付
、
イ
ベ
ン
ト
の
準

備
な
ど

応
募
資
格　

大
学
生
・
専
門
学

校
生

募
集
人
員　

２
人

勤
務
開
始
日　

３
月
４
日
㈯

勤
務　

土
・
日
曜
日
、
祝
日　

９
時
〜
17
時

申
込
み　

２
月
19
日
㈰
（
必
着
）

ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
あ
お
い
パ
ー
ク
（
☎

（43）
０
５
１
１
）

市
常
任
統
計
調
査
員

ヘ
キ
ス
ポ
ス
タ
ッ
フ

市
常
任
統
計
調
査
員

募
集

市
民
病
院
臨
時
職
員

事
務
職
員

社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員

も
の
づ
く
り
指
導
専
門
員

（
非
常
勤
特
別
職
）

あ
お
い
パ
ー
ク

学
生
ア
ル
バ
イ
ト

162017.2.1

市役所　☎（41）3311　http://www.city.hekinan.aichi.jp/

募
集
学
科　

①
新
入
学
前
期
②

新
入
学
後
期
③
特
科
（
聴
講
生
）

④
転
編
入
学

応
募
資
格　

①
〜
③
中
卒
（
卒

業
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
中
卒

と
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
人

④
高
校
で
１
部
単
位
を
修
得
し

た
人

選
抜
方
法　

①
②
書
類
審
査
、

作
文
、
面
接
③
書
類
審
査
④
書

類
審
査
、
学
力
検
査
（
国
語
、

数
学
、
英
語
）
、
面
接

募
集
人
員　

計
240
人
程
度

申
込
み　

①
②
２
月
１
日
㈬
③

④
14
日
㈫
よ
り
願
書
を
県
立
刈

谷
東
高
等
学
校
（
☎
（21）
３
３
４

９
）

※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

掲
載
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

規
格　

縦
50
ピ
ク
セ
ル×

横
170

ピ
ク
セ
ル

掲
載
期
間　

１
か
月
単
位
（
年

間
掲
載
は
４
月
〜
平
成
30
年
３

月
）

掲
載
料　

１
か
月
１
万
円
（
年

間
掲
載
は
10
万
円
）

申
込
み　

掲
載
希
望
月
の
前
月

10
日
（
年
間
掲
載
は
３
月
10
日

㈮
）
ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を

秘
書
情
報
課
広
報
統
計
係

※

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

掲
載
場
所　

く
る
く
る
バ
ス
オ

レ
ン
ジ
車
・
パ
ー
プ
ル
車
車
体

側
面
（
各
４
枠
）
、
み
ど
り
車

車
体
側
面
（
２
枠
）
、
あ
お
車

窓
（
１
枠
）

規
格　

車
体
側
面　

日
本
工
業

規
格
Ａ
２
横
サ
イ
ズ
の
マ
グ
ネ

ッ
ト
、
窓　

日
本
工
業
規
格
Ｂ

２
判
の
フ
ィ
ル
ム

掲
載
期
間　

４
月
〜
平
成
30
年

３
月

掲
載
料　

車
体
側
面　

１
枠
２

万
８
千
800
円
、
窓　

１
枠
３
万

８
千
400
円

※

３
か
月
、
６
か
月
で
の
申
込

み
も
で
き
ま
す
。

申
込
み　

２
月
17
日
㈮
ま
で
に

必
要
書
類
を
商
工
課
労
政
観
光

係

※

必
要
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
、
支
払
い

の
手
間
や
時
間
を
省
け
る
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。
月
々
の
口

座
振
替
を
早
割
（
当
月
末
日
引

落
し
）
に
す
る
と
毎
月
の
保
険

料
が
50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
前
納
す
る

と
割
引
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29

年
４
月
分
か
ら
は
、
口
座
振
替

に
加
え
て
現
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
で
も
、
割
引
額
の

大
き
な
２
年
前
納
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
年

分
ま
た
は
１
年
分
の
前
納
を
希

望
す
る
人
は
、
２
月
下
旬
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
割

引
率
に
つ
い
て
は
窓
口
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
金
納
付
の
場
合
（
平
成
28
年

度
）

１
年
前
納　

３
千
460
円
割
引

６
か
月
前
納　

790
円
割
引

口
座
振
替
の
場
合
（
28
年
度
）

２
年
前
納　

１
万
５
千
690
円
割

引１
年
前
納　

４
千
90
円
割
引

６
か
月
前
納　

千
110
円
割
引

問
合
せ　

国
保
年
金
課
年
金
係

市
で
は
、
お
む
つ
な
ど
の
介

護
用
品
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
事
業
に
参
入
す

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
事
業
者

・
現
在
、
介
護
用
品
を
販
売
す

る
市
内
の
薬
局
や
事
業
者
で
、

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

・
利
用
者
か
ら
介
護
に
関
す
る

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
有
資

格
者
（
薬
剤
師
な
ど
）
が
応

じ
る
こ
と
が
で
き
る

申
込
み　

２
月
２
日
㈭
〜
28
日

㈫
に
所
定
の
申
請
書
、
必
要
書

類
を
高
齢
介
護
課
高
齢
福
祉
係

※

申
請
書
は
高
齢
介
護
課
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）
の
申
請
受
付
を
開
始
し

ま
す
。
案
内
通
知
と
申
請
書
が

届
い
た
人
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
期
限
内
に
申
請

し
な
い
と
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

受
給
資
格
な
ど
詳
細
は
、
広

報
へ
き
な
ん
１
月
15
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

２
月
１
日
㈬
〜
４

月
30
日
㈰
（
当
日
消
印
有
効
）

９
時
〜
17
時

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き

ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課
保
護
係
内
臨

時
福
祉
給
付
金
受
付
窓
口

☎
（41）
９
５
６
１

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

夕
暮
れ
や
夜
間
の
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
外
出
す

る
と
き
は
目
立
つ
服
装
や
反
射

材
を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
交
通
事
故
防
止
の

た
め
、
地
域
協
働
課
窓
口
や
各

公
民
館
で
「
反
射
た
す
き
」
を

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

地
域
協
働
課
交
通
防

犯
係２

月
３
日
㈮
に
振
込
み
ま
す
。

振
込
み
に
つ
い
て
は
、
銀
行
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

こ
ど
も
課
育
成
支
援

係

環境は　時を経るごと　変化して　変わらない
家庭と地域の　一体感

「第３日曜日は家庭の日」市青少年育成市民会議

介
護
用
品
支
給
事
業
者
の
募
集

反
射
た
す
き
の
無
料
配
布

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
振
込

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
募
集

く
る
く
る
バ
ス
掲
載
広
告
募
集

県
立
刈
谷
東
高
等
学
校

通
信
制
課
程
の
生
徒

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は

口
座
振
替
・
前
納
で

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策

分
）
の
申
請
開
始

※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
募
集

生
活
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市役所などで臨時職員として勤務したい人にあら
かじめ登録をしていただき、必要に応じて登録者の
なかから条件に合う人を選考し、採用する制度です。
※登録した場合でも採用されないことがあります。
受付　随時受付中
※４月１日から勤務希望など、すぐに勤務できない
人があらかじめ登録することもできます。
有効期限　登録の日から１年間
※登録の完了や有効期限満了の連絡はしません。
申込み　申請書、免許・資格などを要する職種の場
合は免許証・資格証などの写しを持参または郵送で
経営企画課人事係（〒447-8601　住所不要）
※申請書は経営企画課にあります。また、市ホーム
ページからも入手できます。

主な募集職種

登録から採用までの流れ
①申請書などを経営企画課人事係へ提出
②臨時職員を採用する必要が生じた場合、登録され
た人のなかから採用条件に一致する人を抽出し、
面接試験の候補者を決定
③市から候補者に連絡し、勤務条件や業務内容を説
明
④面接試験を実施し、結果を連絡

あなたの資格や経験を生かしてみませんか

市臨時職員登録制度

日
曜
日
に
ご
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

と
き　

２
月
12
日
㈰　

８
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

衣
浦

お
願
い

ご
み
特
別
搬
入
日
は
、
平
日

に
ご
み
を
排
出
で
き
な
い
人
の

た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。
で
き

る
限
り
地
区
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
課
ご
み
減
量
係

還
付
金
詐
欺
な
ど
金
銭
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
紹
介
や
被
害

防
止
策
を
学
び
ま
す
。

と
き　

２
月
27
日
㈪　

13
時
30

分
〜
15
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
談
話
室

４
・
５

内
容　

詐
欺
や
お
金
の
ト
ラ
ブ

ル
防
止
講
座
「
あ
な
た
の
お
金

は
狙
わ
れ
て
い
る
！？
」

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

２
月
３
日
㈮
よ
り
商

工
課
商
工
係

家
庭
は
、
か
け
が
え
の
な
い

生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
家
族
が

互
い
の
心
の
ふ
れ
あ
い
と
連
帯

感
を
深
め
、
子
ど
も
が
人
間
と

し
て
の
生
き
方
の
基
本
を
学
ぶ

最
も
大
切
な
教
育
の
場
で
す
。

都
市
化
、
情
報
化
の
進
展
な

ど
社
会
環
境
が
変
化
す
る
な
か

で
、
核
家
族
化
、
少
子
化
な
ど

家
族
形
態
が
変
わ
り
、
本
来
家

庭
が
担
う
社
会
的
機
能
も
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

願
い
、
「
親
と
子
の　

対
話
が

つ
く
る　

よ
い
家
庭
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
毎
月
第
３
日
曜
日

を
「
家
庭
の
日
」
、
２
月
を「
家

庭
の
日
」
県
民
運
動
の
強
調
月

間
と
し
、
明
る
く
対
話
の
あ
る

家
庭
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

親
子
の
会
話
を
増
や
す
た
め
に

・
「
お
は
よ
う
」
「
お
か
え
り
」

な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
す
る

・
家
族
全
員
で
食
事
を
し
、
み

ん
な
で
後
片
づ
け
を
す
る

・
地
域
の
活
動
に
一
緒
に
参
加

す
る

問
合
せ　

文
化
会
館
内
生
涯
学

習
課　
　
　
　

☎
（42）
３
５
１
１

賃金（円）

時給1,440～

保育士

幼稚園教諭

職種
時給1,110～
または
日給8,700～

時給950～

時給1,000

時給950～

時給950～

保健師 保健師

時給950
不要

資格など

幼稚園教諭

保育士

保育園・幼稚園
アシスタント

施設管理員
事務員

海浜水族館入口
受付スタッフ

保育事務員

２
月
１
日
㈬
〜
28
日
㈫
は

家
庭
の
日
県
民
運
動

消
費
生
活
講
座
受
講
生
募
集

ご
み
特
別
搬
入
受
付
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特定最低賃金の改定衣浦東部広域連合
ニュース

衣浦東部広域連合
ニュース

平成28年第２回衣浦東部広域連合議会臨時会が、
12月26日に刈谷市役所で開催されました。議会では、
衣浦東部広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する
条例の一部を改正する条例の制定を始め、３件の条
例制定が原案どおり可決されました。
議案内容　衣浦東部広域連合職員の勤務時間、休暇
等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て、衣浦東部広域連合職員の育児休業等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について、衣浦東部
広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
今回選出の衣浦東部広域連合議会議員（敬称略）
知立市選出　水野浩、神谷文明
問合せ　衣浦東部広域連合総務課　☎（63）0131

12月16日より県の特定最低賃金が次のとおり改定
されました。

問合せ　刈谷労働基準監督署　☎（21）4885

市では、一定の条件に該当する場合に、固定資産
税・都市計画税を減免する制度があります。平成29
年度の減免を受けるには申請が必要です。
高齢者等減免
対象　１月１日現在で次のすべてに該当する人
※同じ敷地内に住む場合、世帯分離をしていても同
一世帯とみなします。
①次のいずれかの世帯に属していること
・高齢者世帯（65歳以上の人のみで構成されている
世帯またはこれらの世帯に18歳未満の人が加わっ
た世帯

・障害者世帯（身体障害者手帳１級～４級、療育手
帳のＡ・Ｂ判定、または精神障害者保健福祉手帳
１・２級に該当する人がいる世帯）

・市が支給するこどもすこやか手当を受給している
人がいる世帯

②居住用資産（自分の居住用に利用している土地と
家屋）以外の固定資産を所有していないこと

③世帯員が所有する資産の宅地面積（共有で私道を
所有する場合は、当該私道のうち世帯員の持分割
合で算出した面積を含める）が200㎡以下で、かつ
住宅延床面積が120㎡以下であること

④市民税の所得割額（税額控除前）の世帯合計額が、
36,000円以下であること
持ち物　各種手帳、印鑑

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）減免
対象　特定非営利活動促進法第２条第２項に規定す
る特定非営利活動法人で、地方税法施行令第47条に
規定する収益事業を営まないものが専ら直接事業の
用に供する固定資産の納税義務者
※申請は特定非営利活動法人が直接事業用として専
ら使用している固定資産の納税義務者（所有者）が
行ってください。必要な添付書類は該当の特定非営
利活動法人から提供を受けてください。
持ち物　❶ＮＰＯ法人の直近２期分の事業報告書（決
算書含む）❷（借地または借家の場合）無償賃貸借
契約書など❸ＮＰＯ法人の定款❹特定非営利活動法
人であることを証明するもの（県知事のＮＰＯ法人
設立認証）
各減免申請とも
申込み　２月28日㈫までに税務課固定資産税係
※申請の際は申請書に記載されたマイナンバー確認
のための資料（❶マイナンバーカードまたは❷通知
カードと運転免許証など）をご持参ください。　　
注意事項
減免の対象となる固定資産税・都市計画税は、納
期限未到来分で、かつ未納分に限ります。すでに納
期限が到来したものや納付したものは、減免の対象
となりませんので、納期限前かつ納付前までに必ず
申請をしてください。

固定資産税の減免制度

自動車（新車）小売業

はん用機械器具、生産用機械器具、業務
用機械器具製造業

電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業

各種商品小売業

計量器・測定器・分析機器・試験機、光
学機械器具・レンズ、時計・同部分品製
造業

業種

輸送用機械器具製造業
製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業

時給

896円

904円
926円

867円

888円

856円

847円
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市役所などで臨時職員として勤務したい人にあら
かじめ登録をしていただき、必要に応じて登録者の
なかから条件に合う人を選考し、採用する制度です。
※登録した場合でも採用されないことがあります。
受付　随時受付中
※４月１日から勤務希望など、すぐに勤務できない
人があらかじめ登録することもできます。
有効期限　登録の日から１年間
※登録の完了や有効期限満了の連絡はしません。
申込み　申請書、免許・資格などを要する職種の場
合は免許証・資格証などの写しを持参または郵送で
経営企画課人事係（〒447-8601　住所不要）
※申請書は経営企画課にあります。また、市ホーム
ページからも入手できます。

主な募集職種

登録から採用までの流れ
①申請書などを経営企画課人事係へ提出
②臨時職員を採用する必要が生じた場合、登録され
た人のなかから採用条件に一致する人を抽出し、
面接試験の候補者を決定

③市から候補者に連絡し、勤務条件や業務内容を説
明

④面接試験を実施し、結果を連絡

あなたの資格や経験を生かしてみませんか

市臨時職員登録制度

日
曜
日
に
ご
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

と
き　

２
月
12
日
㈰　

８
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

衣
浦

お
願
い

ご
み
特
別
搬
入
日
は
、
平
日

に
ご
み
を
排
出
で
き
な
い
人
の

た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。
で
き

る
限
り
地
区
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
課
ご
み
減
量
係

還
付
金
詐
欺
な
ど
金
銭
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
紹
介
や
被
害

防
止
策
を
学
び
ま
す
。

と
き　

２
月
27
日
㈪　

13
時
30

分
〜
15
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
談
話
室

４
・
５

内
容　

詐
欺
や
お
金
の
ト
ラ
ブ

ル
防
止
講
座
「
あ
な
た
の
お
金

は
狙
わ
れ
て
い
る
！？
」

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

２
月
３
日
㈮
よ
り
商

工
課
商
工
係

家
庭
は
、
か
け
が
え
の
な
い

生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
家
族
が

互
い
の
心
の
ふ
れ
あ
い
と
連
帯

感
を
深
め
、
子
ど
も
が
人
間
と

し
て
の
生
き
方
の
基
本
を
学
ぶ

最
も
大
切
な
教
育
の
場
で
す
。

都
市
化
、
情
報
化
の
進
展
な

ど
社
会
環
境
が
変
化
す
る
な
か

で
、
核
家
族
化
、
少
子
化
な
ど

家
族
形
態
が
変
わ
り
、
本
来
家

庭
が
担
う
社
会
的
機
能
も
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

願
い
、
「
親
と
子
の　

対
話
が

つ
く
る　

よ
い
家
庭
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
毎
月
第
３
日
曜
日

を
「
家
庭
の
日
」
、
２
月
を「
家

庭
の
日
」
県
民
運
動
の
強
調
月

間
と
し
、
明
る
く
対
話
の
あ
る

家
庭
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

親
子
の
会
話
を
増
や
す
た
め
に

・
「
お
は
よ
う
」
「
お
か
え
り
」

な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
す
る

・
家
族
全
員
で
食
事
を
し
、
み

ん
な
で
後
片
づ
け
を
す
る

・
地
域
の
活
動
に
一
緒
に
参
加

す
る

問
合
せ　

文
化
会
館
内
生
涯
学

習
課　
　
　
　

☎
（42）
３
５
１
１

賃金（円）

時給1,440～

保育士

幼稚園教諭

職種
時給1,110～
または
日給8,700～

時給950～

時給1,000

時給950～

時給950～

保健師 保健師

時給950
不要

資格など

幼稚園教諭

保育士

保育園・幼稚園
アシスタント

施設管理員
事務員

海浜水族館入口
受付スタッフ

保育事務員

２
月
１
日
㈬
〜
28
日
㈫
は

家
庭
の
日
県
民
運
動

消
費
生
活
講
座
受
講
生
募
集

ご
み
特
別
搬
入
受
付
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特定最低賃金の改定衣浦東部広域連合
ニュース

衣浦東部広域連合
ニュース

平成28年第２回衣浦東部広域連合議会臨時会が、
12月26日に刈谷市役所で開催されました。議会では、
衣浦東部広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する
条例の一部を改正する条例の制定を始め、３件の条
例制定が原案どおり可決されました。
議案内容　衣浦東部広域連合職員の勤務時間、休暇
等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て、衣浦東部広域連合職員の育児休業等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について、衣浦東部
広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
今回選出の衣浦東部広域連合議会議員（敬称略）
知立市選出　水野浩、神谷文明
問合せ　衣浦東部広域連合総務課　☎（63）0131

12月16日より県の特定最低賃金が次のとおり改定
されました。

問合せ　刈谷労働基準監督署　☎（21）4885

市では、一定の条件に該当する場合に、固定資産
税・都市計画税を減免する制度があります。平成29
年度の減免を受けるには申請が必要です。
高齢者等減免
対象　１月１日現在で次のすべてに該当する人
※同じ敷地内に住む場合、世帯分離をしていても同
一世帯とみなします。
①次のいずれかの世帯に属していること
・高齢者世帯（65歳以上の人のみで構成されている
世帯またはこれらの世帯に18歳未満の人が加わっ
た世帯
・障害者世帯（身体障害者手帳１級～４級、療育手
帳のＡ・Ｂ判定、または精神障害者保健福祉手帳
１・２級に該当する人がいる世帯）
・市が支給するこどもすこやか手当を受給している
人がいる世帯
②居住用資産（自分の居住用に利用している土地と
家屋）以外の固定資産を所有していないこと
③世帯員が所有する資産の宅地面積（共有で私道を
所有する場合は、当該私道のうち世帯員の持分割
合で算出した面積を含める）が200㎡以下で、かつ
住宅延床面積が120㎡以下であること

④市民税の所得割額（税額控除前）の世帯合計額が、
36,000円以下であること
持ち物　各種手帳、印鑑

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）減免
対象　特定非営利活動促進法第２条第２項に規定す
る特定非営利活動法人で、地方税法施行令第47条に
規定する収益事業を営まないものが専ら直接事業の
用に供する固定資産の納税義務者
※申請は特定非営利活動法人が直接事業用として専
ら使用している固定資産の納税義務者（所有者）が
行ってください。必要な添付書類は該当の特定非営
利活動法人から提供を受けてください。
持ち物　❶ＮＰＯ法人の直近２期分の事業報告書（決
算書含む）❷（借地または借家の場合）無償賃貸借
契約書など❸ＮＰＯ法人の定款❹特定非営利活動法
人であることを証明するもの（県知事のＮＰＯ法人
設立認証）
各減免申請とも
申込み　２月28日㈫までに税務課固定資産税係
※申請の際は申請書に記載されたマイナンバー確認
のための資料（❶マイナンバーカードまたは❷通知
カードと運転免許証など）をご持参ください。　　
注意事項
減免の対象となる固定資産税・都市計画税は、納
期限未到来分で、かつ未納分に限ります。すでに納
期限が到来したものや納付したものは、減免の対象
となりませんので、納期限前かつ納付前までに必ず
申請をしてください。

固定資産税の減免制度

自動車（新車）小売業

はん用機械器具、生産用機械器具、業務
用機械器具製造業

電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業

各種商品小売業

計量器・測定器・分析機器・試験機、光
学機械器具・レンズ、時計・同部分品製
造業

業種

輸送用機械器具製造業
製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業

時給

896円

904円
926円

867円

888円

856円

847円
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日
本
料
理
を
一
緒
に
作
り
、

食
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
在
住
外

国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　

２
月
26
日
㈰　

10
時
〜

13
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館

講
師　

辻
里
夏
氏

内
容　

飾
り
巻
き
寿
司

対
象　

18
歳
以
上

※

子
ど
も
も
同
伴
で
き
ま
す
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

500
円

※

当
日
集
め
ま
す
。

申
込
み　

２
月
１
日
㈬
９
時
〜

16
日
㈭
17
時
ま
で
に
地
域
協
働

課
内
友
好
親
善
協
会
事
務
局（
☎

（48）
２
７
５
３
）

市
所
蔵
の
台
所
で
使
わ
れ
た

道
具
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

昔
の
記
憶
を
思
い
起
こ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と
き　

２
月
７
日
㈫
〜
３
月
５

日
㈰
（
月
曜
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

藤
井
達
吉
現
代
美
術

館問
合
せ　

市
史
資
料
調
査
室

☎
（41）
４
５
６
６

花
き
栽
培
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
教
室
の

先
生
な
ど
が
応
じ
ま
す
（
１
回

30
分
以
内
）
。

日
程

と
こ
ろ　

あ
お
い
パ
ー
ク

申
込
み　

当
日
、
相
談
し
た
い

現
物
が
あ
れ
ば
持
参
し
、
あ
お

い
パ
ー
ク
（
☎
（43）
０
５
１
１
）

農業委員会委員および
農地利用最適化推進委員の募集臨海公園・明石公園

自動販売機設置事業者を募集します

※時間は10時～12時です。

詳細は配布する募集要項をご確認ください。市ホ
ームページからも入手できます。
設置期間
①平成29年４月１日㈯～32年３月31日㈫（３年間）
②平成29年４月１日㈯～31年４月10日㈬（２年間）
設置場所
①臨海公園（第３駐車場、大芝生広場東側、ドーム
横、くじら池西側）②明石公園（管理棟、西側駐車
場、東側広場、パターゴルフ場）
募集内容
①飲料用７台、アイス２台、菓子１台（計10台）②
飲料用10台、アイス２台、冷凍食品１台（計13台）
対象　次のすべてに該当すること
・市内に住所がある個人、法
人（本社）である

・自動販売機の設置業務につ
いて、おおむね３年以上の
管理・運営実績がある

・市税の滞納がない
申込み　２月14日㈫までに指
定の申込用紙、必要書類を公
園緑地課管理係
※郵送では受け付けません。

農業委員会等に関する法律が改正され、農業委員
の選挙は行わないことになり、市長が議会の同意を
得て任命する制度に改正されます。
そこで、新たに選出される農業委員と新設される
農地利用最適化推進委員の候補者を募集します。
①農業委員
業務内容　農地の権利移動などの許可、違反転用の
早期発見と是正指導、農用地利用集積計画の決定、
耕作放棄地の把握、毎月の地区審査会、農業委員会
総会および各種会議への参加など
募集人数　11人
②農地利用最適化推進委員
業務内容　担当区域内において、担い手への農地利
用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止と解消な
どにむけた現場活動や地区審査会、必要に応じた農
業委員会総会および各種会議への参加など
募集人数　10人
①②とも
任期　７月20日㈭～平成32年７月19日㈰（３年間）
対象　農業に関する見識を有し、農地などの利用推
進に関する事項、そのほかの農業委員会の業務に属
する事項に対して適切に職務を遂行できる人
申込み　２月13日㈪～３月15日㈬に指定の用紙を農
業水産課管理水産係

18日㈯

とき

25日㈯

２月
11日㈯

バラ栽培

内容

コンテナガーデン

花き栽培

在
住
外
国
人
と

料
理
を
通
じ
て
交
流
し
よ
う

あ
お
い
パ
ー
ク

無
料
園
芸
相
談
会

市
史
資
料
収
蔵
品
展

昔
の
キ
オ
ク
（
台
所
編
）

在
住
外
国
人
と

料
理

通

交
流

催
し

21

資
料
の
点
検
・
整
理
の
た
め
、

図
書
館
を
休
館
し
ま
す
。
本
館

と
分
館
の
休
館
日
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
開
館
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
館
休
館
日
は
市
役

所
出
張
所
窓
口
で
の
各
種
証
明

書
類
の
発
行
も
で
き
ま
せ
ん
。

と
き　

中
部
・
南
部
分
館　

２

月
16
日
㈭
〜
21
日
㈫
、
本
館　

２
月
22
日
㈬
〜
28
日
㈫

※

28
日
㈫
は
全
館
休
館
で
す
。

問
合
せ　

図
書
館
本
館

☎
（41）
０
８
９
４

と
き　

２
月
１
日
㈬
〜
28
日
㈫

９
時
〜
17
時

と
こ
ろ　

文
化
系
の
サ
ー
ク
ル

文
化
会
館
、
体
育
系
の
サ
ー
ク

ル　

臨
海
体
育
館

問
合
せ　

文
化
会
館
内
生
涯
学

習
課　
　
　
　

☎
（42）
３
５
１
１

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

で
構
成
し
、
利
用
後
の
施
錠
の

確
認
と
清
掃
な
ど
の
管
理
が
で

き
る
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

種
目　

学
校
施
設
で
利
用
可
能

な
ス
ポ
ー
ツ

と
こ
ろ　

市
内
小
・
中
学
校
の

体
育
館
、
武
道
場
、
卓
球
場
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

照
明
使
用
料　

体
育
館
、
武
道

場
、
卓
球
場　

１
時
間
420
円
、

グ
ラ
ウ
ン
ド　

２
時
間
４
千
320

円
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

２
時
間

600
円

※

施
設
使
用
料
は
無
料
で
す
。

申
込
み　

２
月
14
日
㈫
（
必
着
）

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を
臨
海

体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
（48）

５
３
１
１
、
〒
447
ー
０
８
５
３

浜
町
２
ー
３
）

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
者
が
重
複
し
た
場
合
は
抽

せ
ん
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
き　

３
月
４
日
㈯　

10
時
〜

と
こ
ろ　

衣
浦
斎
園

講
師　

松
原
紗
蓮
氏
（
西
尾
市

浄
名
寺
副
住
職
）

内
容　

衣
浦
斎
園
の
利
用
案
内
、

人
生
講
話
「
自
分
ら
し
く
輝
い

て
！
〜
こ
れ
が
私
の
生
き
る
道
」

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

衣
浦
斎
園
（
☎
（48）
１

６
２
０
）

※

受
講
者
に
は
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

衣
浦
の
招
待
券
を
進
呈
し
ま
す
。

就
活
生
の
頼
れ
る
味
方
と
な

る
た
め
に
保
護
者
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

就
職
活
動
を
取
り
巻
く
現
状

を
知
り
、
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び

ま
す
。

と
き　

２
月
18
日
㈯　

14
時
〜

15
時
30
分

と
こ
ろ　

商
工
会
議
所

講
師　

植
松
精
氏
（
㈱
ア
ド
プ

ラ
ン
ナ
ー
執
行
役
員
）

申
込
み　

商
工
会
議
所
（
☎
（41）

１
１
０
０
）

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、

日
ご
ろ
の
備
え
が
大
切
で
す
。

・
家
族
で
話
し
合
う
（
連
絡
方

法
の
確
認
、
避
難
場
所
の
確

認
）

・
家
具
、
冷
蔵
庫
な
ど
を
固
定

・
非
常
食
や
水
の
備
蓄
、
非
常

持
ち
出
し
袋
、
防
寒
服
な
ど

の
準
備

問
合
せ　

碧
南
警
察
署

☎
（46）
０
１
１
０

消
防
業
務
の
体
験
を
通
し
て
、

職
業
意
識
の
向
上
と
消
防
行
政

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る

消
防
士
の
業
務
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
４
日
㈯　

９
時
30

分
〜
12
時

と
こ
ろ　

安
城
消
防
署

内
容　

消
防
・
救
急
・
救
助
業

務
の
体
験
な
ど

対
象　

大
学
生
、
短
大
生
、
専

門
学
校
生
お
よ
び
高
校
生

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込
み　

２
月
６
日
㈪
〜
17
日

㈮
に
電
話
で
衣
浦
東
部
広
域
連

合
総
務
課
（
☎
（63）
０
１
３
２
）

①
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

と
き　

２
月
18
日
㈯　

９
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

知
立
消
防
署

内
容　

小
児
・
乳
児
・
新
生
児

の
心
肺
そ
生
法
、
ひ
き
つ
け
、

の
ど
に
異
物
が
詰
ま
っ
た
と
き

の
処
置
な
ど

②
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

と
き　

２
月
19
日
㈰　

９
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

碧
南
消
防
署

内
容　

心
肺
そ
生
法
（
気
道
確

保
、
人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧
迫
）
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
止
血
法
な

ど③
上
級
救
命
講
習

と
き　

２
月
25
日
㈯　

９
時
〜

18
時

と
こ
ろ　

高
浜
市
役
所

内
容　

成
人
、
小
児
、
乳
児
お

よ
び
新
生
児
の
心
肺
そ
生
法
、

傷
病
者
管
理
、
外
傷
の
応
急
手

当
、
搬
送
法
な
ど

④
普
及
員
講
習
再
教
育

と
き　

２
月
26
日
㈰　

９
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

安
城
消
防
署

①
〜
④
と
も

対
象　

碧
南
市
、
刈
谷
市
、
安

城
市
、
知
立
市
、
高
浜
市
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人

※

④
は
応
急
手
当
普
及
員
の
資

格
を
有
し
、
前
回
の
講
習
受
講

日
か
ら
３
年
以
内
に
再
度
受
講

す
る
人
で
す
。

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

２
月
５
日
㈰
９
時
よ

り
①
知
立
消
防
署
（
☎
（81）
４
１

４
４
）
②
碧
南
消
防
署
（
☎
（41）

２
６
２
５
）
③
高
浜
消
防
署（
☎

（52）
１
１
９
０
）
④
安
城
消
防
署

（
☎
（75）
２
４
９
４
）

図
書
館
本
館
・
分
館

臨
時
休
館
日

平
成
29
年
度

社
会
教
育
関
係
団
体
登
録
申
請

衣
浦
斎
園
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

雇
用
対
策
推
進
事
業

就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局

１
ｄ
ａ
ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

地
震
に
備
え
て
い
ま
す
か

救
命
講
習
会

学
校
体
育
施
設
を
開
放
し
ま
す
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日
本
料
理
を
一
緒
に
作
り
、

食
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
在
住
外

国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　

２
月
26
日
㈰　

10
時
〜

13
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館

講
師　

辻
里
夏
氏

内
容　

飾
り
巻
き
寿
司

対
象　

18
歳
以
上

※

子
ど
も
も
同
伴
で
き
ま
す
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

500
円

※

当
日
集
め
ま
す
。

申
込
み　

２
月
１
日
㈬
９
時
〜

16
日
㈭
17
時
ま
で
に
地
域
協
働

課
内
友
好
親
善
協
会
事
務
局（
☎

（48）
２
７
５
３
）

市
所
蔵
の
台
所
で
使
わ
れ
た

道
具
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

昔
の
記
憶
を
思
い
起
こ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と
き　

２
月
７
日
㈫
〜
３
月
５

日
㈰
（
月
曜
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

藤
井
達
吉
現
代
美
術

館問
合
せ　

市
史
資
料
調
査
室

☎
（41）
４
５
６
６

花
き
栽
培
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
教
室
の

先
生
な
ど
が
応
じ
ま
す
（
１
回

30
分
以
内
）
。

日
程

と
こ
ろ　

あ
お
い
パ
ー
ク

申
込
み　

当
日
、
相
談
し
た
い

現
物
が
あ
れ
ば
持
参
し
、
あ
お

い
パ
ー
ク
（
☎
（43）
０
５
１
１
）

農業委員会委員および
農地利用最適化推進委員の募集臨海公園・明石公園

自動販売機設置事業者を募集します

※時間は10時～12時です。

詳細は配布する募集要項をご確認ください。市ホ
ームページからも入手できます。
設置期間
①平成29年４月１日㈯～32年３月31日㈫（３年間）
②平成29年４月１日㈯～31年４月10日㈬（２年間）
設置場所
①臨海公園（第３駐車場、大芝生広場東側、ドーム
横、くじら池西側）②明石公園（管理棟、西側駐車
場、東側広場、パターゴルフ場）
募集内容
①飲料用７台、アイス２台、菓子１台（計10台）②
飲料用10台、アイス２台、冷凍食品１台（計13台）
対象　次のすべてに該当すること
・市内に住所がある個人、法
人（本社）である
・自動販売機の設置業務につ
いて、おおむね３年以上の
管理・運営実績がある
・市税の滞納がない
申込み　２月14日㈫までに指
定の申込用紙、必要書類を公
園緑地課管理係
※郵送では受け付けません。

農業委員会等に関する法律が改正され、農業委員
の選挙は行わないことになり、市長が議会の同意を
得て任命する制度に改正されます。
そこで、新たに選出される農業委員と新設される
農地利用最適化推進委員の候補者を募集します。
①農業委員
業務内容　農地の権利移動などの許可、違反転用の
早期発見と是正指導、農用地利用集積計画の決定、
耕作放棄地の把握、毎月の地区審査会、農業委員会
総会および各種会議への参加など
募集人数　11人
②農地利用最適化推進委員
業務内容　担当区域内において、担い手への農地利
用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止と解消な
どにむけた現場活動や地区審査会、必要に応じた農
業委員会総会および各種会議への参加など
募集人数　10人
①②とも
任期　７月20日㈭～平成32年７月19日㈰（３年間）
対象　農業に関する見識を有し、農地などの利用推
進に関する事項、そのほかの農業委員会の業務に属
する事項に対して適切に職務を遂行できる人
申込み　２月13日㈪～３月15日㈬に指定の用紙を農
業水産課管理水産係

18日㈯

とき

25日㈯

２月
11日㈯

バラ栽培

内容

コンテナガーデン

花き栽培

在
住
外
国
人
と

料
理
を
通
じ
て
交
流
し
よ
う

あ
お
い
パ
ー
ク

無
料
園
芸
相
談
会

市
史
資
料
収
蔵
品
展

昔
の
キ
オ
ク
（
台
所
編
）

在
住
外
国
人
と

料
理

通

交
流

催
し

21

資
料
の
点
検
・
整
理
の
た
め
、

図
書
館
を
休
館
し
ま
す
。
本
館

と
分
館
の
休
館
日
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
開
館
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
館
休
館
日
は
市
役

所
出
張
所
窓
口
で
の
各
種
証
明

書
類
の
発
行
も
で
き
ま
せ
ん
。

と
き　

中
部
・
南
部
分
館　

２

月
16
日
㈭
〜
21
日
㈫
、
本
館　

２
月
22
日
㈬
〜
28
日
㈫

※

28
日
㈫
は
全
館
休
館
で
す
。

問
合
せ　

図
書
館
本
館

☎
（41）
０
８
９
４

と
き　

２
月
１
日
㈬
〜
28
日
㈫

９
時
〜
17
時

と
こ
ろ　

文
化
系
の
サ
ー
ク
ル

文
化
会
館
、
体
育
系
の
サ
ー
ク

ル　

臨
海
体
育
館

問
合
せ　

文
化
会
館
内
生
涯
学

習
課　
　
　
　

☎
（42）
３
５
１
１

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

で
構
成
し
、
利
用
後
の
施
錠
の

確
認
と
清
掃
な
ど
の
管
理
が
で

き
る
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

種
目　

学
校
施
設
で
利
用
可
能

な
ス
ポ
ー
ツ

と
こ
ろ　

市
内
小
・
中
学
校
の

体
育
館
、
武
道
場
、
卓
球
場
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

照
明
使
用
料　

体
育
館
、
武
道

場
、
卓
球
場　

１
時
間
420
円
、

グ
ラ
ウ
ン
ド　

２
時
間
４
千
320

円
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

２
時
間

600
円

※

施
設
使
用
料
は
無
料
で
す
。

申
込
み　

２
月
14
日
㈫
（
必
着
）

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を
臨
海

体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
（48）

５
３
１
１
、
〒
447
ー
０
８
５
３

浜
町
２
ー
３
）

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
者
が
重
複
し
た
場
合
は
抽

せ
ん
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
き　

３
月
４
日
㈯　

10
時
〜

と
こ
ろ　

衣
浦
斎
園

講
師　

松
原
紗
蓮
氏
（
西
尾
市

浄
名
寺
副
住
職
）

内
容　

衣
浦
斎
園
の
利
用
案
内
、

人
生
講
話
「
自
分
ら
し
く
輝
い

て
！
〜
こ
れ
が
私
の
生
き
る
道
」

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

衣
浦
斎
園
（
☎
（48）
１

６
２
０
）

※

受
講
者
に
は
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

衣
浦
の
招
待
券
を
進
呈
し
ま
す
。

就
活
生
の
頼
れ
る
味
方
と
な

る
た
め
に
保
護
者
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

就
職
活
動
を
取
り
巻
く
現
状

を
知
り
、
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び

ま
す
。

と
き　

２
月
18
日
㈯　

14
時
〜

15
時
30
分

と
こ
ろ　

商
工
会
議
所

講
師　

植
松
精
氏
（
㈱
ア
ド
プ

ラ
ン
ナ
ー
執
行
役
員
）

申
込
み　

商
工
会
議
所
（
☎
（41）

１
１
０
０
）

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、

日
ご
ろ
の
備
え
が
大
切
で
す
。

・
家
族
で
話
し
合
う
（
連
絡
方

法
の
確
認
、
避
難
場
所
の
確

認
）

・
家
具
、
冷
蔵
庫
な
ど
を
固
定

・
非
常
食
や
水
の
備
蓄
、
非
常

持
ち
出
し
袋
、
防
寒
服
な
ど

の
準
備

問
合
せ　

碧
南
警
察
署

☎
（46）
０
１
１
０

消
防
業
務
の
体
験
を
通
し
て
、

職
業
意
識
の
向
上
と
消
防
行
政

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る

消
防
士
の
業
務
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
４
日
㈯　

９
時
30

分
〜
12
時

と
こ
ろ　

安
城
消
防
署

内
容　

消
防
・
救
急
・
救
助
業

務
の
体
験
な
ど

対
象　

大
学
生
、
短
大
生
、
専

門
学
校
生
お
よ
び
高
校
生

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込
み　

２
月
６
日
㈪
〜
17
日

㈮
に
電
話
で
衣
浦
東
部
広
域
連

合
総
務
課
（
☎
（63）
０
１
３
２
）

①
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

と
き　

２
月
18
日
㈯　

９
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

知
立
消
防
署

内
容　

小
児
・
乳
児
・
新
生
児

の
心
肺
そ
生
法
、
ひ
き
つ
け
、

の
ど
に
異
物
が
詰
ま
っ
た
と
き

の
処
置
な
ど

②
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

と
き　

２
月
19
日
㈰　

９
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

碧
南
消
防
署

内
容　

心
肺
そ
生
法
（
気
道
確

保
、
人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧
迫
）
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
止
血
法
な

ど③
上
級
救
命
講
習

と
き　

２
月
25
日
㈯　

９
時
〜

18
時

と
こ
ろ　

高
浜
市
役
所

内
容　

成
人
、
小
児
、
乳
児
お

よ
び
新
生
児
の
心
肺
そ
生
法
、

傷
病
者
管
理
、
外
傷
の
応
急
手

当
、
搬
送
法
な
ど

④
普
及
員
講
習
再
教
育

と
き　

２
月
26
日
㈰　

９
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

安
城
消
防
署

①
〜
④
と
も

対
象　

碧
南
市
、
刈
谷
市
、
安

城
市
、
知
立
市
、
高
浜
市
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人

※

④
は
応
急
手
当
普
及
員
の
資

格
を
有
し
、
前
回
の
講
習
受
講

日
か
ら
３
年
以
内
に
再
度
受
講

す
る
人
で
す
。

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

２
月
５
日
㈰
９
時
よ

り
①
知
立
消
防
署
（
☎
（81）
４
１

４
４
）
②
碧
南
消
防
署
（
☎
（41）

２
６
２
５
）
③
高
浜
消
防
署（
☎

（52）
１
１
９
０
）
④
安
城
消
防
署

（
☎
（75）
２
４
９
４
）

図
書
館
本
館
・
分
館

臨
時
休
館
日

平
成
29
年
度

社
会
教
育
関
係
団
体
登
録
申
請

衣
浦
斎
園
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

雇
用
対
策
推
進
事
業

就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局

１
ｄ
ａ
ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

地
震
に
備
え
て
い
ま
す
か

救
命
講
習
会

学
校
体
育
施
設
を
開
放
し
ま
す
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20
㎝
角
の
木
の
板
で
時
計
を

作
り
ま
す
。
自
分
で
形
や
デ
ザ

イ
ン
を
決
め
て
、
あ
な
た
だ
け

の
時
計
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
５
日
㈰　

９
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

ー対
象　

一
般
女
性

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

800
円

申
込
み　

２
月
５
日
㈰
９
時
よ

り
参
加
費
を
添
え
て
も
の
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
（
☎
（43）
５
０
３
１
）

と
き　

３
月
15
日
㈬　

９
時
20

分
〜
13
時

と
こ
ろ　

あ
お
い
パ
ー
ク

講
師　

宮
川
聡
子
氏

内
容　

あ
ん
パ
ン
と
オ
ー
ト
ミ

ー
ル
の
ミ
ル
ク
パ
ン

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

千
500
円

※

教
室
時
に
集
め
ま
す
。

申
込
み　

２
月
10
日
㈮
９
時
よ

り
直
接
あ
お
い
パ
ー
ク
（
☎
（43）

０
５
１
１
）

と
き　

３
月
18
日
㈯　

13
時
30

分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ　

哲
学
た
い
け
ん
村
無

我
苑

講
師　

中
村
昌
生
氏
（
京
都
工

芸
繊
維
大
学
名
誉
教
授
）

演
題　

利
休
と
織
部
の
茶
室

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

千
円
（
呈
茶
券
１
枚

付
）

申
込
み　

２
月
22
日
㈬
10
時
よ

り
参
加
費
を
添
え
て
哲
学
た
い

け
ん
村
無
我
苑
（
☎
（41）
８
５
２

２
）ダ

ン
ス
に
よ
る
ヒ
ー
リ
ン
グ

ボ
デ
ィ
ー
ワ
ー
ク
＆
小
さ
な
お

茶
会
で
、
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

と
き　

３
月
６
日
㈪　

10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

へ
き
な
ん
保
育
園

講
師　

ユ
リ
ア
氏

対
象　

就
園
前
の
子
の
保
護
者

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

500
円

※

当
日
集
め
ま
す
。

申
込
み　

２
月
14
日
㈫
９
時
よ

り
電
話
で
へ
き
な
ん
保
育
園
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
（41）
７

３
９
４
）

※

託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
申

し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

天
下
の
奇
祭

「
鳥
羽
の
火
祭
り
」

約
千
200
年
前
か
ら
伝
わ
る
国

指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

の
神
事
で
す
。

と
き　

２
月
12
日
㈰　

み
そ
ぎ

出
発　

15
時
〜
、
火
祭
り　

19

時
30
分
〜

※

雨
天
時
は
２
月
13
日
㈪
に
順

延
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

鳥
羽
神
明
社
（
西
尾

市
）

※

名
鉄
三
河
鳥
羽
駅
か
ら
徒
歩

で
約
10
分
で
す
。

問
合
せ　

西
尾
観
光
案
内
所

☎
０
５
６
３
（57）
７
８
４
０

市役所　☎（41）3311　http://www.city.hekinan.aichi.jp/

72,066人　（前月比－40）
27,550世帯（前月比－24）

人口・世帯数

［平成28年12月31日現在］

男性
36,881人

女性
35,185人

女
性
の
た
め
の
木
工
教
室

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ロ
ッ
ク

手
作
り
パ
ン
教
室

（
初
級
コ
ー
ス
）

子
育
て
マ
マ
の

し
・
あ
・
わ
・
せ
講
座

い２グお

し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

圏
域

だ
よ
り

西
尾
市

茶
の
湯
文
化
講
座

23

春
日
井
市
に
在
住
の
鳥
谷
浩

祐
氏
の
作
品
展
「
記
憶
の
時
間

を
行
き
来
す
る
│
イ
ツ
デ
モ
モ

ド
レ
ル
？
」
で
す
。
日
々
描
き

留
め
ら
れ
た
日
記
の
よ
う
な
作

品
の
表
面
に
は
、
言
葉
と
も
絵

と
も
と
れ
る
独
特
の
世
界
観
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
者

が
日
常
か
ら
く
み
取
る
繊
細
な

表
現
、
美
し
い
青
の
世
界
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
14
日
㈫
〜
４
月
９

日
㈰　

９
時
〜
17
時

休
苑
日　

月
曜
日

※

３
月
20
日
㈪
は
開
苑
し
、
21

日
㈫
は
休
苑
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

哲
学
た
い
け
ん
村
無

我
苑

問
合
せ　

哲
学
た
い
け
ん
村
無

我
苑　
　
　
　

☎
（41）
８
５
２
２

親
子
で
う
ど
ん
作
り
を
体
験

し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

２
月
26
日
㈰　

10
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

へ
き
な
ん
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
い
く
る

対
象　

発
達
が
気
に
な
る
４
歳

〜
小
学
生
の
子
と
保
護
者

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

申
込
み　

２
月
５
日
㈰
10
時
よ

り
電
話
ま
た
は
直
接
こ
こ
る
っ

く
し
ん
か
わ
（
☎
（42）
５
５
６
９
）

西
端
お
や
じ
の
会
の
指
導
の

も
と
、
わ
り
ば
し
鉄
砲
と
的
を

作
っ
て
遊
ぼ
う
。
ミ
ニ
五
平
も

ち
作
り
も
あ
る
よ
。

と
き　

２
月
26
日
㈰　

10
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ら
ら
く
る
に
し
ば
た

対
象　

年
長
児
と
保
護
者
、
小

学
生

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

※

小
学
生
は
１
人
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

申
込
み　

２
月
５
日
㈰
９
時
30

分
よ
り
ら
ら
く
る
に
し
ば
た（
☎

（43）
３
４
３
４
）

大
型
の
鉄
道
模
型
か
ら
ジ
オ

ラ
マ
用
の
小
さ
な
模
型
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
な
鉄
道
模
型
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。
プ
ラ
レ
ー
ル
や

乗
車
で
き
る
電
車
、
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
も
あ
り
ま
す
。

と
き　

２
月
19
日
㈰　

10
時
〜

15
時

と
こ
ろ　

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

ー問
合
せ　

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

ー　
　
　
　
　

☎
（43）
５
０
３
１

と
き　

２
月
26
日
㈰　

10
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

棚
尾
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　

は
さ
み
の
す
ご
腕
ち
ょ

っ
き
ん
さ
ん
と
金
魚
の
モ
ビ
ー

ル
作
り

対
象　

は
さ
み
を
使
え
る
子
〜

小
学
生

※

幼
児
１
人
に
つ
き
保
護
者
が

１
人
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

２
月
４
日
㈯
10
時
よ

り
電
話
ま
た
は
直
接
棚
尾
児
童

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
０

（2572）
０
８

９
２
）

く
ず
し
字
の
読
み
方
を
学
び
、

古
文
書
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
１
日
、
15
日
、
29

日
、
４
月
12
日
の
水
曜
日　

13

時
30
分
〜
15
時
（
全
４
回
）

と
こ
ろ　

藤
井
達
吉
現
代
美
術

館講
師　

文
化
財
課
学
芸
員

対
象　

初
め
て
古
文
書
を
読
む

人定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

500
円

※
初
回
講
座
時
に
集
め
ま
す
。

申
込
み　

２
月
２
日
㈭
10
時
よ

り
電
話
で
①
氏
名
②
住
所
③
電

話
番
号
を
藤
井
達
吉
現
代
美
術

館
内
文
化
財
課
（
☎
（48）
６
６
０

２
）岐

阜
県
瑞
浪
市
に
出
か
け
て

河
原
で
化
石
掘
り
を
し
ま
す
。

毎
年
人
気
の
講
座
で
す
。

と
き　

３
月
11
日
㈯　

９
時
〜

17
時

と
こ
ろ　

瑞
浪
市
化
石
博
物
館

（
岐
阜
県
）

対
象　

４
歳
以
上

※

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

35
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

300
円

※

別
途
入
館
料
が
必
要
で
す
。

申
込
み　

２
月
11
日
㈯
９
時
よ

り
参
加
費
を
添
え
て
海
浜
水
族

館
（
☎
（48）
３
７
６
１
）

※

９
時
の
時
点
で
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
で
す
。

ら
ら
く
る
に
し
ば
た

わ
り
ば
し
鉄
砲
を
作
ろ
う

紙
切
り
お
じ
さ
ん
・

ち
ょ
っ
き
ん
さ
ん
と
遊
ぼ
う
！

こ
こ
る
っ
く
し
ん
か
わ

発
達
支
援
う
ど
ん
作
り
教
室

自
然
観
察
会

Ｌ
ｅ
ｔ
，
ｓ 

Ｔ
ｒ
ｙ
化
石
掘
り

鉄
道
模
型
展

鳥
谷
浩
祐
展

古
文
書
入
門
講
座
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20
㎝
角
の
木
の
板
で
時
計
を

作
り
ま
す
。
自
分
で
形
や
デ
ザ

イ
ン
を
決
め
て
、
あ
な
た
だ
け

の
時
計
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
５
日
㈰　

９
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

ー対
象　

一
般
女
性

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

800
円

申
込
み　

２
月
５
日
㈰
９
時
よ

り
参
加
費
を
添
え
て
も
の
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
（
☎
（43）
５
０
３
１
）

と
き　

３
月
15
日
㈬　

９
時
20

分
〜
13
時

と
こ
ろ　

あ
お
い
パ
ー
ク

講
師　

宮
川
聡
子
氏

内
容　

あ
ん
パ
ン
と
オ
ー
ト
ミ

ー
ル
の
ミ
ル
ク
パ
ン

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

千
500
円

※

教
室
時
に
集
め
ま
す
。

申
込
み　

２
月
10
日
㈮
９
時
よ

り
直
接
あ
お
い
パ
ー
ク
（
☎
（43）

０
５
１
１
）

と
き　

３
月
18
日
㈯　

13
時
30

分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ　

哲
学
た
い
け
ん
村
無

我
苑

講
師　

中
村
昌
生
氏
（
京
都
工

芸
繊
維
大
学
名
誉
教
授
）

演
題　

利
休
と
織
部
の
茶
室

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

千
円
（
呈
茶
券
１
枚

付
）

申
込
み　

２
月
22
日
㈬
10
時
よ

り
参
加
費
を
添
え
て
哲
学
た
い

け
ん
村
無
我
苑
（
☎
（41）
８
５
２

２
）ダ

ン
ス
に
よ
る
ヒ
ー
リ
ン
グ

ボ
デ
ィ
ー
ワ
ー
ク
＆
小
さ
な
お

茶
会
で
、
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

と
き　

３
月
６
日
㈪　

10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

へ
き
な
ん
保
育
園

講
師　

ユ
リ
ア
氏

対
象　

就
園
前
の
子
の
保
護
者

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

500
円

※

当
日
集
め
ま
す
。

申
込
み　

２
月
14
日
㈫
９
時
よ

り
電
話
で
へ
き
な
ん
保
育
園
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
（41）
７

３
９
４
）

※

託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
申

し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

天
下
の
奇
祭

「
鳥
羽
の
火
祭
り
」

約
千
200
年
前
か
ら
伝
わ
る
国

指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

の
神
事
で
す
。

と
き　

２
月
12
日
㈰　

み
そ
ぎ

出
発　

15
時
〜
、
火
祭
り　

19

時
30
分
〜

※

雨
天
時
は
２
月
13
日
㈪
に
順

延
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

鳥
羽
神
明
社
（
西
尾

市
）

※

名
鉄
三
河
鳥
羽
駅
か
ら
徒
歩

で
約
10
分
で
す
。

問
合
せ　

西
尾
観
光
案
内
所

☎
０
５
６
３
（57）
７
８
４
０

市役所　☎（41）3311　http://www.city.hekinan.aichi.jp/

72,066人　（前月比－40）
27,550世帯（前月比－24）

人口・世帯数

［平成28年12月31日現在］

男性
36,881人

女性
35,185人

女
性
の
た
め
の
木
工
教
室

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ロ
ッ
ク

手
作
り
パ
ン
教
室

（
初
級
コ
ー
ス
）

子
育
て
マ
マ
の

し
・
あ
・
わ
・
せ
講
座

い２グお

し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

圏
域

だ
よ
り

西
尾
市

茶
の
湯
文
化
講
座

23

春
日
井
市
に
在
住
の
鳥
谷
浩

祐
氏
の
作
品
展
「
記
憶
の
時
間

を
行
き
来
す
る
│
イ
ツ
デ
モ
モ

ド
レ
ル
？
」
で
す
。
日
々
描
き

留
め
ら
れ
た
日
記
の
よ
う
な
作

品
の
表
面
に
は
、
言
葉
と
も
絵

と
も
と
れ
る
独
特
の
世
界
観
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
者

が
日
常
か
ら
く
み
取
る
繊
細
な

表
現
、
美
し
い
青
の
世
界
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
14
日
㈫
〜
４
月
９

日
㈰　

９
時
〜
17
時

休
苑
日　

月
曜
日

※

３
月
20
日
㈪
は
開
苑
し
、
21

日
㈫
は
休
苑
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

哲
学
た
い
け
ん
村
無

我
苑

問
合
せ　

哲
学
た
い
け
ん
村
無

我
苑　
　
　
　

☎
（41）
８
５
２
２

親
子
で
う
ど
ん
作
り
を
体
験

し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

２
月
26
日
㈰　

10
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

へ
き
な
ん
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
い
く
る

対
象　

発
達
が
気
に
な
る
４
歳

〜
小
学
生
の
子
と
保
護
者

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

申
込
み　

２
月
５
日
㈰
10
時
よ

り
電
話
ま
た
は
直
接
こ
こ
る
っ

く
し
ん
か
わ
（
☎
（42）
５
５
６
９
）

西
端
お
や
じ
の
会
の
指
導
の

も
と
、
わ
り
ば
し
鉄
砲
と
的
を

作
っ
て
遊
ぼ
う
。
ミ
ニ
五
平
も

ち
作
り
も
あ
る
よ
。

と
き　

２
月
26
日
㈰　

10
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ら
ら
く
る
に
し
ば
た

対
象　

年
長
児
と
保
護
者
、
小

学
生

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

※

小
学
生
は
１
人
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

申
込
み　

２
月
５
日
㈰
９
時
30

分
よ
り
ら
ら
く
る
に
し
ば
た（
☎

（43）
３
４
３
４
）

大
型
の
鉄
道
模
型
か
ら
ジ
オ

ラ
マ
用
の
小
さ
な
模
型
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
な
鉄
道
模
型
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。
プ
ラ
レ
ー
ル
や

乗
車
で
き
る
電
車
、
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
も
あ
り
ま
す
。

と
き　

２
月
19
日
㈰　

10
時
〜

15
時

と
こ
ろ　

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

ー問
合
せ　

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

ー　
　
　
　
　

☎
（43）
５
０
３
１

と
き　

２
月
26
日
㈰　

10
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

棚
尾
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　

は
さ
み
の
す
ご
腕
ち
ょ

っ
き
ん
さ
ん
と
金
魚
の
モ
ビ
ー

ル
作
り

対
象　

は
さ
み
を
使
え
る
子
〜

小
学
生

※

幼
児
１
人
に
つ
き
保
護
者
が

１
人
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

２
月
４
日
㈯
10
時
よ

り
電
話
ま
た
は
直
接
棚
尾
児
童

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
０

（2572）
０
８

９
２
）

く
ず
し
字
の
読
み
方
を
学
び
、

古
文
書
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
１
日
、
15
日
、
29

日
、
４
月
12
日
の
水
曜
日　

13

時
30
分
〜
15
時
（
全
４
回
）

と
こ
ろ　

藤
井
達
吉
現
代
美
術

館講
師　

文
化
財
課
学
芸
員

対
象　

初
め
て
古
文
書
を
読
む

人定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

500
円

※

初
回
講
座
時
に
集
め
ま
す
。

申
込
み　

２
月
２
日
㈭
10
時
よ

り
電
話
で
①
氏
名
②
住
所
③
電

話
番
号
を
藤
井
達
吉
現
代
美
術

館
内
文
化
財
課
（
☎
（48）
６
６
０

２
）岐

阜
県
瑞
浪
市
に
出
か
け
て

河
原
で
化
石
掘
り
を
し
ま
す
。

毎
年
人
気
の
講
座
で
す
。

と
き　

３
月
11
日
㈯　

９
時
〜

17
時

と
こ
ろ　

瑞
浪
市
化
石
博
物
館

（
岐
阜
県
）

対
象　

４
歳
以
上

※

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

35
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

300
円

※

別
途
入
館
料
が
必
要
で
す
。

申
込
み　

２
月
11
日
㈯
９
時
よ

り
参
加
費
を
添
え
て
海
浜
水
族

館
（
☎
（48）
３
７
６
１
）

※

９
時
の
時
点
で
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
で
す
。

ら
ら
く
る
に
し
ば
た

わ
り
ば
し
鉄
砲
を
作
ろ
う

紙
切
り
お
じ
さ
ん
・

ち
ょ
っ
き
ん
さ
ん
と
遊
ぼ
う
！

こ
こ
る
っ
く
し
ん
か
わ

発
達
支
援
う
ど
ん
作
り
教
室

自
然
観
察
会

Ｌ
ｅ
ｔ
，
ｓ 

Ｔ
ｒ
ｙ
化
石
掘
り

鉄
道
模
型
展

鳥
谷
浩
祐
展

古
文
書
入
門
講
座
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△高橋アキ

△柳家花緑

G E I B U N  d e  I I K I B U N
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hishojoho@city.hekinan.lg.jp　
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芸術文化ホール
☎（48）3731

音楽と絵と語りで贈る、世界
中の人気者、ぞうのババールＴＭ

のゆかいな冒険です。
フランス人絵本作家ジャン・
ド・ブリュノフの世界中で愛さ
れている「ぞうのババール」に、
フランスの作曲家プーランクが
曲を付けました。
高橋アキさんの超絶技巧満載
の演奏と柳家花緑さんの語りで、
大きなスクリーンに映る「ぞう
のババール」の音楽物語をご堪
能ください。

とき　３月25日㈯　14時
～（開場は13時30分～）
ところ　エメラルドホー
ル
出演　高橋アキ（ピアノ）、
柳家花緑（語り）
料金　【全席自由】一般　
2,500円（当日　3,000円）、
大学生以下　800円（当
日　1,000円）、エメラル
ド会員　2,000円
チケット　芸術文化ホー
ルで発売中

つまようじアート
とき　①３月18日㈯　10時～12時、
19日㈰　②10時～12時③14時～16
時
※①～③とも内容は同じです。
講師　鶴田功生氏
参加費　各500円
墨で描く
とき　❶３月25日㈯　10時～12時、
26日㈰　❷10時～12時❸14時～16
時
※❶～❸とも内容は同じです。
参加費　各300円
各講座とも
ところ　藤井達吉現代美術館
対象　小学生
定員　各12人（先着順）
申込み　２月11日㈯９時30分より
参加費を添えて藤井達吉現代美術
館（☎48-6602）

台風･地震など

番組表は市内の公共施設にあります。

 Pitch FM 83.8では、地域の情報もお届けしています

まちのまど（市からのお知らせ）
碧南市は毎週水曜日 13時35分～13時45分

※都合により内容などが変わることがあります。

と　き 内　容

水戸芸術館連携事業
音楽物語「ぞうのババール」

２ １

22

昔のキオク（台所編）

芸術文化ホール催し物案内

15 茶の湯文化講座・鳥谷浩祐展

碧南市臨時職員登録制度８

/

つまようじア ト

美術館
子どもワークショップシリーズ

美術館
子どもワークショップシリーズ

美術館
子どもワークショップシリーズ

たん
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